
内 容

秋の実り…収穫を楽しむ
　９月 22 日、立沢里山で小学５年生（大井沢・
松前台・御所ケ丘小学校）約 230 名が稲刈りを行
った。立沢里山とは、ごみ捨て場と化していた田
んぼを、市民ボランティア立沢里山の会が整備し
た自然観察園のこと。今春、この里山に小学生た
ちが田植えを行った。
　見事に実った黄金色の稲を、ボランティアの方
たちと一緒に、小学生たちが一生懸命収穫した。
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一般会計
178億5,365万円
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　平成16年度（平成1６年４月～平成1７年３月）の一般会計と特別会
計、水道事業会計の決算が、９月定例議会で認定されました。
　市民の皆さんが納めた税金や、国、県からの補助金は、一年間
でどのように使われたのでしょう。どんなお金が入ってきて、ど
のように使われたのかを知っていただくために、決算の状況を、
一般会計予算を中心にその概要をお知らせします。なお、詳しく
は市のホームページをご覧になってください。また、市役所財政
課、中央図書館にて決算書の閲覧・貸出しを行っていますのでご
利用ください。
●問合先　市役所財政課　内線215

　内　訳　　　　16年度  15 年度   伸び率
市　　　税 830,507 807,164 2.9
繰　入　金 131,340 111,486 17.8
繰　越　金 48,051 75,274 △ 36.2
諸　収　入 41,414 46,603 △ 11.1
財 産 収 入 20,099 10,812 85.9
使用料及び手数料 11,812 11,860 △ 0.4
分担金及び負担金 11,161 10,215 9.3
寄　付　金 200 50 300
市　　　債 344,720 228,390 50.9
国庫支出金 127,113 114,801 10.7
県 支 出 金 50,462 45,260 11.5
地方消費税交付金 44,005 39,498 11.4
地方交付税 40,415 64,353 △ 37.2
地方譲与税 32,145 22,576 42.4
地方特例交付金 30,025 31,781 △ 5.5
その他（利子割交付金など） 21,896 19,667 11.3
　　計 1,785,365 1,639,790 8.9

178億5,365万円（対前年度比8.9％増）

　内　訳　　　　16年度  15 年度   伸び率
土　木　費 402,430 444,776 △ 9.5

教　育　費 307,774 271,387 13.4

民　生　費 297,627 268,722 10.8

公　債　費 274,948 154,635 77.8

総　務　費 177,886 198,335 △ 10.3

衛　生　費 97,565 100,513 △ 2.9

消　防　費 87,587 87,074 0.6

農林水産業費 18,441 17,831 3.4

議　会　費 18,433 18,285 0.8

その他（商工費 
8,736 9,181 △ 4.8労働費、諸支出金）

　　計 1,691,427 1,570,739 7.7

一般会計歳入 対前年度比較（単位：万円、％）

169億1,427万円（対前年度比7.7％増）一般会計歳出 対前年度比較（単位：万円、％）

歳 入

●土木費
○公園維持管理経費（植栽管理など） ２億9,173万円
○道路補修経費（道路補修など） 9,572万円
○道路新設改良事業（道路拡幅工事） １億6,991万円
○坂町清水線整備事業（補償など） １億8,498万円
○郷州沼崎線整備事業 5,717万円
○人にやさしいまちづくり事業
（駅前自由通路の整備） ７億1,012万円

●教育費
○小学校教育用パソコン経費（PCリース代） 2,123万円
○中学校教育用パソコン経費（PCリース代） 4,232万円
○守谷中学校改築事業 ９億7,843万円
○けやき台中学校校舎増築事業（設計委託） 816万円
○私立幼稚園就園奨励事業 5,375万円
○英語指導助手経費 6,504万円
○図書資料等整備費（図書資料の収集） 4,829万円

市税
46.5％

繰入金
7.4％

繰越金2.7％
諸収入2.3％財産収入1.1％

使用料及び手数料0.7％
分担金及び負担金0.6％

自
主
財
源

依
存

財
源

61.3％
38.7％

市債19.3％

国庫支出金7.1％

県支出金2.8％

地方消費税
交付金2.5％

地方交付税2.2％

地方譲与税1.8％

地方特例交付金1.7％
その他（利子割交付金など）1.3％



一般会計
169億1,427万円

主な事業
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一般会計決算状況

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
…

歳 出

土木費
23.8％

教育費
18.2％

民生費
17.6％

総務費
10.5％

公債費
16.3％

衛生費
5.8％

消防費
5.2％

●議会費1.1％ ●農林水産業費1.1％

●その他　0.5％
　商工費、労働費、諸支出金

総務費

33,510円

民生費

56,068円

教育費

57,979円

土木費

75,811円

公債費

51,795円

消防費

16,500円

衛生費

18,379円
※この数字は、平成17年３月31日現在の人口（53,083人）で算出しています

市　民　税 56,675円

固定資産税 33,876円

都市計画税 7,367円

市たばこ税 6,349円

軽自動車税 925円

使われたお金　318,634円 負担した市税　105,192円

●消防費
○常備消防費（常総地方広域消防負担金） ８億728万円
○消防団員活動費 3,089万円
○消防施設整備事業（消防ポンプ車２台購入） 3,237万円

●衛生費
○各種検診事業（各種検診） 7,864万円
○予防接種事業（予防接種） 5,347万円
○塵
じんかい
芥処理事業 １億632万円

○廃棄物減量等推進事業 873万円
○常総地方広域市町村圏事務組合負担金 ３億6,548万円

●総務費
○循環バス運行経費 2,499万円
○情報政策経費 １億2,822万円
○人にやさしいまちづくり整備推進事業
 （歩道段差の解消工事など） 1,173万円
○広報活動費 1,111万円
○庁内施設維持管理（警備、設備運転管理など） 9,269万円

●民生費
○児童クラブ運営事業 3,881万円
○児童扶養手当支給事業 １億1,830万円
○民間保育所委託経費 １億3,727万円
○医療福祉費（医療費の扶助など） ２億2,501万円
○介護予防・生きがい活動支援事業 3,314万円
○障害者居宅支援費 4,362万円

そのほか

8,592円

※ 使われたお金と負担した市税の差

額213,442円は、法人負担の市税

や市債（借金）、国・県からの補助

金などによって賄われています



●守谷駅周辺一体型土地区画整理事業
●歳入　32億3,936万９千円（前年度比12.2％増）
●歳出　29億2,146万円（前年度比9.4％増）

●介護保険
●歳入　14億2,984万９千円（前年度比11.9％増）
●歳出　14億444万１千円（前年度比11.5％増）

●老人保健
●歳入　24億2,868万７千円（前年度比0.2％減）
●歳出　23億5,228万８千円（前年度比1.6％減）

●国民健康保険
●歳入　32億8,259万３千円（前年度比2.3％増）
●歳出　31億3,535万３千円（前年度比3.4％増）

●公共下水道事業
●歳入　29億6,530万４千円（前年度比30.6％減）
●歳出　23億8,591万７千円（前年度比38.2％減）

●農業集落排水事業
●歳入　3,264万２千円（前年度比9.9％増）
●歳出　3,059万８千円（前年度比10.1％増）

●公共用地先行取得事業
●歳入　３億2,813万８千円（前年度比62.9％減）
●歳出　３億2,813万８千円（前年度比62.9％減）

●水道事業（公営企業会計）
●収益的収入　12億4,555万円（前年度比5.3％増）
●資本的収入　1,697万７千円（前年度比379.1％増）
●収益的支出　11億25万５千円（前年度比5.6％増）
●資本的支出　１億7,892万円（前年度比69.5％減）

特別会計の決算

過去５年間の一般会計決算額の推移

その他
公債費
教育費
消防費
土木費
衛生費
民生費
総務費

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

180億

100億

0

136億 134億 134億

157億
169億

（円）
200億

100億

0

その他

市債

国県支出金

各種交付金

地方交付金

地方特例交付金

地方譲与税

市税

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

141億 143億 143億

164億

179億

（円）

 会　計　区　分 16年度末現在残高（元金）
 一般会計 186億6,121万４千円
 公共下水道事業特別会計 71億2,087万５千円
 守谷駅周辺一体型土地区画整理事業特別会計 18億5,208万４千円
 公共用地先行取得事業特別会計 ８億2,364万円
 農業集落排水事業特別会計 ３億6,073万４千円
 水道事業会計 ８億3,760万２千円

  区　　　分 16年度末現在高
 土　地 1,248,621.64㎡
 建　物 130,173.75㎡
 基　金 40億3,275万7千円
 物　品（公用車） 89台
 出資金 27億8,411万2千円

借入金の状況 市の主な財産

歳出の状況 歳入の状況
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特別会計と決算額の推移



 項　　　　　　　　目 16年度 15年度 比較増減
 人にかかるコスト（職員の人件費など） 2,917 2,815 102
 物にかかるコスト（物件費、維持補修費、減価償却費など） 4,119 4,078 41
 給付にかかるコスト
　　（扶助費、補助費、他会計への繰出金など） 4,616 4,645 △29

 その他のコスト（公債費など） 667 577 90
 費用合計（Ａ） 12,319 12,115 204
 使用料・手数料 901 843 58
 国・県支出金 1,436 1,166 270
 一般財源 10,028 9,895 133
 収入合計（Ｂ） 12,365 11,904 461
 国・県支出金償却額等（Ｃ） 430 376 54
 期首一般財源（Ｄ） 56,786 56,621 165
 差引一般財源等増減額（Ｅ＝Ｂ－Ａ＋Ｃ） 476 165 311
 期末一般財源等（D＋Ｅ） 57,262 56,786 476

バランスシートの概要
市全体（普通会計）

資産
1,040億円
（100％）

負債
296億円
（28.5％）
正味資産
744億円
（71.5％）

市民１人当たり

資産
196万円
（100％）

負債
56万円
（28.5％）
正味資産
140万円
（71.5％）

行政コスト計算書の経年比較（各年度の４月１日～３月31日　単位：百万円）

バランスシートの経年比較        　（各年度の３月31日現在　単位：百万円）
借方（資金を何に使ったか） 貸方（資金をどこから調達したか）

項　　　　　目 16 年度 15 年度 比較増減 16 年度 15 年度 比較増減
【資産】
●有形固定資産
　（市の施設・土地）

●投資等
　（出資金・貸付金・基金など）

●流動資産
　（現金・預金・未収金など）

95,114

6,362

2,566

92,275

5,906

2,477

2,839

456

89

【負債】（これからの世代が負担）
●地方債
　（将来返済していく借金の元金分）
●債務負担行為
　（都市再生機構への立替金
　償還元金など）
●退職給与引当金
　（全職員の退職給与見込み額）

20,981

5,805

2,867

19,650

6,044

2,731

1,331

△ 239

136

負債合計 29,653 28,425 1,228
【正味資産】（これまでの世代が負担）
●国・県支出金
  （資産形成に対して、国・県から受
　けた補助金）
●一般財源
  （資産形成に充てられた市税など）

17,127

57,262

15,447

56,786

1,680

476

正味資産合計 74,389 72,233 2,156
資　産　合　計 104,042 100,658 3,384 負債・正味資産合計 104,042 100,658 3,384
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　本市では、市の財政状態を見るため、決
算に併せて「バランスシート」と「行政コスト
計算書」を作成しています。これは、市の
財産や借金などの財務内容を分かりやすく
まとめたもので、その概要をお知らせしま
す。詳細は、市のホームページでも紹介して
いますので、どうぞご覧になってください。

　バランスシートとは、市の施設や、市が持っている現金・債権などが、年度末にどのくらいあるか
を一覧表で表したものです。また、そのために使われた資金の内訳も表し、「資産」「負債」「正味
資産」の３つで構成されます。これらを、市民１人当たりで算出すると、資産額は196万円、対する負
債額は56万円となっています。
　市の財政の分析指標として、企業会計での自己資本比率に相当する「正味資産比率」があります。｢正
味資産｣が｢負債・正味資産（＝資産）｣に占める割合を示したもので、この割合が高いほど、財政状態
が健全だと言えます。ただし、正味資産比率が高
いことが、そのまま投資余力があるということに
はなりません。
　守谷市の正味資産比率は71.5％です。昨年度に
比べ0.3％下がり、後年度の負担が僅

わず

かに伸びてい
ます。

　この計算書は、バランスシー
ト上に出てこない（資産の形成
につながらない）人的サービス
や給付サービスに使った１年間
の費用を集計したものです。
　１年間のコスト総額は123億
円で、市民1人当たりで算出す
ると、23万円になります。

行政コスト計算書行政コスト計算書
（（市民１人当たりの市民１人当たりの

行政コスト行政コスト23万円）23万円）

（普通会計）

市のバランスシートと
行政コスト計算書

バランスシートバランスシート（（市市民民1人当たり1人当たり　　資産は196万円　負債は56資産は196万円　負債は56万万円）円）

市の財政状況を見てみよう！
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市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談
員

▼
採
用
職
種
・
人
員　

消
費
生

活
相
談
員（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

２
名
▼
職
務
内
容　

消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
な
ど
の
処
理
／

消
費
生
活
に
係
る
知
識
の
普
及

及
び
情
報
の
提
供
／
そ
の
他
消

費
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関

す
る
こ
と
▼
応
募
資
格　

35
〜

60
歳
未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方　

①

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し

た
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」

②（
財
）日
本
産
業
協
会
が
認
定

し
た
「
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
③（
財
）日
本
消
費
者
協
会

が
認
定
し
た
「
消
費
生
活
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
」
▼
勤
務
場
所　

市
役
所
経
済
課
内
「
守
谷
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
▼
勤
務
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
週
２
〜
４

日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
※
正
午
〜
午
後
１
時
は
昼
休

み
▼
任
用
期
間　

平
成
18
年
４

月
〜
平
成
19
年
３
月
※
更
新
可

▼
選
考　

書
類
及
び
面
接
▼
申

込
方
法　

履
歴
書
及
び
資
格
の

確
認
で
き
る
書
類
を
、
11
月
11

日
（
金
）
必
着
で
郵
送
又
は
直

接
持
参

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
経

済
課　

内
線
２
６
３

▼
日
時

　

平
成
18
年
２
月
５
日
（
日
）

　

受　

付　

午
前
７
時
〜
９
時

　

開
会
式　

午
前
８
時
30
分
〜

▼
ス
タ
ー
ト
時
間

●
５
㎞ 

午
前
９
時
20
分

●
ハ
ー
フ 

午
前
10
時

●
２
㎞
男
子 

午
前
10
時
23
分

●
２
㎞
女
子 

午
前
10
時
25
分

●
３
㎞ 

午
前
10
時
35
分

▼
参
加
資
格

　

 

ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
で
健
康

な
方
（
国
籍
不
問
）

※ 

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生

以
上
で
、
２
時
間
20
分
以
内

で
完
走
で
き
る
方

▼
参
加
費

●
一
般
・
高
校
生 

３
０
０
０
円

●
小
・
中
学
生 

１
５
０
０
円

※ 

申
込
後
の
参
加
費
返
還
は
、

一
切
行
わ
な
い

▼
主
催

　

 

守
谷
市
体
育
協
会
／
茨
城
陸

上
競
技
協
会

▼
後
援

　

 

守
谷
市
／
守
谷
市
教
育
委
員

会
／
読
売
新
聞
東
京
本
社

▼
表
彰

●
全
部
門（
17
・
18
部
は
除
く
）

　

１
〜
３
位　

賞
状
・
記
念
品

　

４
〜
６
位　

記
念
品

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

　

１
〜
３
位　

賞
状
・
記
念
品

※ 

総
合
上
位
入
賞
者
・
市
内
在

住
の
総
合
上
位
入
賞
者
男
女

各
１
名
、
３
部
上
位
入
賞
者

１
名
は
、
翌
年
12
月
の
Ｎ
Ａ

Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
へ
ご
招
待

▼
参
加
賞

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

※ 

完
走
者
に
は
、
氏
名
・
順
位
・

記
録
入
り
完
走
証
を
即
日
交
付

▼
申
込
方
法

　

 

申
込
書
兼
振
込
用
紙
（
申
込

先
、
中
央
・
郷
州
・
高
野
・

北
守
谷
の
各
公
民
館
、
仲
町

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

文
化
会
館
に
用
意
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
12
月
７
日

（
水
）
ま
で
に
参
加
費
を
郵

便
局
か
ら
送
金
、
又
は
窓
口

へ
直
接
持
参
（
当
日
の
参
加

受
付
は
一
切
行
わ
な
い
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

も
可(h

ttp
://w

w
w

.ru
n

n
et.

jp
/ju

m
p

/?n
u

m
=

89&
c=

4)

▼
申
込
・
問
合
先

　

 

市
役
所
生
涯
学
習
課
内
「
守

谷
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
」

　

内
線
２
７
２

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

１部

一般男子

39歳以下

２部 40～49歳

３部 50～54歳

４部 55～59歳

５部 60～64歳

６部 65～69歳

７部 70歳以上

８部

一般女子

39歳以下

９部 40～49歳

10部 50歳以上

５
㎞
の
部

11部
一般男子

39歳以下

12部 40歳以上

13部
一般女子

39歳以下

14部 40歳以上

15部 中学生男子

16部 中学生女子

３
㎞
の
部

17部 一 般 男 子

18部 一 般 女 子

19部 小学５・６年生男子

20部 小学５・６年生女子

２
㎞
の
部

21部 小学１～４年生男子

22部 小学１～４年生女子

第
22
回

情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

募　
　

集

募　
　

集

 

募　
　

集

募　　集

守
谷
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集
！
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市
営
薬
師
台
住
宅

入
居
希
望
者

▼
募
集
住
宅
・
規
格　

市
営
薬

師
台
住
宅
２
０
５
号
棟
１
０
３

号
室
（
旧
第
一
種
住
宅
）
３
Ｄ

Ｋ（
和
室
６
畳
×
３
間
＋
Ｄ
Ｋ
）

※
募
集
期
間
中
に
空
き
室
が
発

生
し
た
場
合
は
、
募
集
住
宅
に

含
め
る
▼
所
在
地　

薬
師
台
４

―
２
―
３
▼
家
賃
（
月
額
）
収

入
及
び
扶
養
親
族
数
な
ど
に
よ

り
決
定
▼
応
募
資
格　

次
の
①

〜
④
を
満
た
す
方　

①
市
内
在

住
・
在
勤
②
同
居
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
③
県

税
・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
④
市
条
例
で
定
め
る
収
入

基
準
（
月
額
所
得
が
一
般
世
帯

は
20
万
円
以
下
、
裁
量
世
帯
は

26
万
８
０
０
０
円
以
下
）
に
該

当
す
る
▼
決
定
方
法　

入
居
者

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
申
込

者
の
生
活
及
び
住
宅
困
窮
度
を

採
点
し
、
入
居
候
補
者
数
名
を

選
考
。
入
居
候
補
者
に
よ
る
公

開
抽
選
会
を
行
い
決
定
▼
申
込

期
間　

10
月
14
日（
金
）〜
27
日

（
木
）
※
閉
庁
時
は
除
く
▼
申

込
方
法　

本
人
又
は
同
居
す
る

家
族
の
方
が
、
所
得
の
あ
る
方

全
員
の
所
得
が
分
か
る
書
類（
源

泉
徴
収
票
な
ど
）
を
持
参
し
、

説
明
を
受
け
、
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
窓
口
で
直

接
申
し
込
む
※
申
込
後
の
書
類

の
返
却
は
し
な
い

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
建

設
課
管
理
住
宅
Ｇ　

内
線
２
５

２
・
２
５
３

市
立
保
育
所
臨
時
職
員

（
看
護
師
）

　

乳
幼
児
の
健
康
管
理
、
保
育

に
関
心
が
あ
り
、
一
緒
に
保
育

を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

資
格
を
お
持
ち
で
明
る
く
元

気
な
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
囲

ま
れ
て
、
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ

う
！

▼
人
数　

１
名
▼
雇
用
期
間

12
月
１
日（
木
）〜
平
成
18
年
３
月

31
日（
金
）▼
勤
務
日
時　

月
〜

金
曜
日
の
う
ち
２
・
３
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
対

象　

看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の

方
▼
報
酬　

時
給
１
１
０
０
円

▼
採
用
方
法　

書
類
、
面
接
に

よ
る
選
考
▼
応
募
方
法　

11
月

４
日（
金
）ま
で
に
、
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
資
格
証

明
書
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
市

役
所
総
務
課
窓
口
に
申
し
込
む

▼
問
合
先　

北
園
保
育
所　

☎

48
―
４
８
９
７

三
和
産
業
技
術
専
門
学
院

●
自
動
車
整
備
科　

▼
内
容　

２
級
自
動
車
整
備
士
合
格
を
目

標
に
専
門
技
能
を
修
得
※
２
年

間
▼
対
象　

高
校
卒
業
見
込
の

方
10
名
▼
試
験
日　

11
月
18
日

（
金
）
※
国
語
Ⅰ
、
数
学
Ⅰ
、

面
接
▼
受
付
期
間　

10
月
31
日

（
月
）〜
11
月
11
日（
金
）
▼
提

出
書
類　

入
学
願
書
、
調
査
書
、

健
康
診
断
書
（
過
年
度
卒
業
者

の
み
）

▼
問
合
先　

県
立
三
和
産
業
技

術
専
門
学
院　

☎
０
２
８
０
―

76
―
０
０
４
９

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

県
で
は
、
国
際
交
流
・
協
力

活
動
の
促
進
と
、
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
言
語　

英
語
以
外
の
言
語
で

特
に
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
シ
ン
ハ
ラ

語
な
ど
▼
対
象　

県
内
在
住
の

16
歳
以
上
の
方
※
国
籍
不
問
▼

活
動
内
容　

手
紙
・
書
類
・
チ

ラ
シ
な
ど
の
翻
訳
、
外
国
人
講

師
の
通
訳
や
病
院
か
ら
の
依
頼

に
伴
う
患
者
の
通
訳
、
交
流
会
、

研
修
生
の
生
活
指
導
の
通
訳

▼
問
合
先　

（
財
）
茨
城
県
国

際
交
流
協
会　

☎
０
２
９
―
２

４
１
―
１
６
１
１

　

ま
ち
の
中
に
は
、
様
々
な
広

告
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

良
好
な
景
観
を
守
る
た
め
、
屋

外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、

必
ず
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
？

　

屋
外
に
常
時
、
又
は
一
定
期

間
公
衆
に
表
示
さ
れ
て
い
る
広

告
物
の
こ
と
で
す
。
そ
の
形
態

は
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
て

看
板
、
広
告
塔
、
広
告
板
な
ど

様
々
で
す
。

●
屋
外
広
告
業
の
方
へ

　

市
内
で
屋
外
広
告
物
を
設
置

す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
一
定
面
積
以
下
の
自
家

広
告
物
を
除
く
）。
こ
れ
は
、
市

内
の
良
好
な
景
観
や
風
致
を
守

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
で
す
。

　

ま
だ
許
可
を
受
け
て
い
な
い

広
告
物
や
、
こ
れ
か
ら
設
置
を

考
え
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
市

役
所
都
市
計
画
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
役
所
都
市
計
画

課
建
築
指
導
Ｇ　

内
線
２
４
６

屋
外
広
告
物
は
許
可
を
受

け
て　

〜
ま
ち
の
良
好
な
景

観
の
た
め
に
〜

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ

募　集 ・ お知らせ

収入基準算出方法

世帯の年間総所得額
－（38万円×扶養親族数）
　　　　12 か月

※ 寡婦（夫）、障害者など
について所得控除の特
例がありますので、お
問い合わせください

　特に次のような地域・場
所は、原則広告物を表示す
ることはできません。

路　　線 禁止区域

① 常磐自動車道 敷地境界から
500m以内

② 鉄道
 （関鉄・ＴＸ）

敷地境界から
100m以内

③ 国道 敷地境界から
50m以内

④ その他の道路 敷地境界から
５m以内

① 500m
② 100m
③ 50m
④ ５m

禁止区域

高
速
道
路
・
鉄
道
・

国
道
・
そ
の
他
の
道
路

禁止地域
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10
月
17
日
〜
23
日

秋
の
行
政
相
談
週
間

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

行
政
相
談
と
は
、
私
た
ち
が

毎
日
の
暮
ら
し
に
関
係
の
あ
る

行
政
の
仕
事
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望

な
ど
を
お
聴
き
し
て
、
関
係
機

関
に
意
見
な
ど
を
述
べ
、
問
題

の
解
決
や
改
善
を
促
す
こ
と
を

目
的   

と
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
委
員
は･･･

　

行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先　

守
谷
市
本
町
３
５

８　

☎
48
―
０
５
８
１

年
金
の「
？
」を「
！
」に
し
よ
う

●
年
金
無
料
電
話
相
談

▼
日
時　

10
月
19
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
専
門
ダ

イ
ヤ
ル　

☎
０
２
９
―
２
３
２

下
しもむら　よしのり

村敬典氏

―
０
３
６
５

●
年
金
無
料
相
談
会
（
面
接
）

▼
日
時　

10
月
26
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
会
場

水
戸
市
民
会
館
会
議
室
２
０
６

号
室

▼
問
合
先　

県
社
会
保
険
労
務

士
会　

☎
０
２
９
―
２
２
６
―

３
２
９
６

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
「
職
場
に
安
心
を
！
」

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
お

済
み
で
す
か
？　

労
働
者
を
１

人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
仕

事
や
通
勤
途
中
で
の
負
傷
・
疾

病
・
死
亡
な
ど
に
あ
っ
た
場
合

の
補
償
を
行
う
労
災
保
険
と
、

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や
再

就
職
、
雇
用
の
継
続
を
促
進
す

る
た
め
に
必
要
な
給
付
を
行
う

雇
用
保
険
か
ら
な
る
制
度
で
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
今
す
ぐ
労
働
保
険
の
手

続
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

水
海
道
労
働
基
準

監
督
署　

☎
22
―
０
２
６
４　

水
海
道
公
共
職
業
安
定
所　

☎

22
―
8
６
０
９

　○福医療福祉費支給制度とは、医療機関で支払う自己負担金を県と市で助成する制度です。
この制度が11月診療分から、次のように改正されますのでご注意ください。
　また、年齢拡大により新たに対象となる方（所得制限あり）は、新規申請が必要となります。
該当する方には10月中旬に通知しますので、後日手続をお願いします。

●問合先　市役所国保年金課医療福祉G　内線105・106

　対象となる方

乳 幼 児 ４歳未満児 小学校入学前

妊 産 婦 母子手帳をお持ちの妊産婦
（妊娠の届出月の初日から出産月の翌月末日まで）

改正なし母 子 家 庭 18歳未満の児童とその母など

父 子 家 庭 18歳未満の児童とその父など

重度障害者など 身体障害者手帳１・２級及び３級の内部障害者など

　自己負担 11月から入院時の食事代は補助対象外となります。ただし、重度障害者の方は、
平成19年３月までは標準負担額の２分の１の助成措置があります。

乳 幼 児
妊 産 婦
母 子 家 庭
父 子 家 庭

●外来１日500円
　※月２回を限度。市で助成あり

●入院自己負担なし

●外来１日600円
　※月２回を限度。市で助成なし

●入院１日300円（月3,000円を限度）

重度障害者など 自己負担なし 改正なし（自己負担なし）

お知らせ
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枝
払
い
・
伐
採
に
ご
協
力
を
！

　

沿
道
に
樹
木
な
ど
を
所
有
す

る
皆
さ
ん
、
次
の
よ
う
な
状
態

は
、
人
や
車
の
通
行
に
危
険
で

す
の
で
、
個
人
責
任
の
も
と
に

枝
払
い
・
伐
採
な
ど
を
行
う
よ

う
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
通
行
に
支
障
の
あ
る
枝
な
ど

●
立
ち
枯
れ
木
の
倒
木

●
折
れ
枝
、
枯
れ
枝
の
落
下

　

こ
の
よ
う
な
樹
木
の
状
態
が

原
因
で
、
車
両
事
故
が
発
生
す

る
と
、
所
有
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
枝
払
い
・
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課
管

理
住
宅
Ｇ　

内
線
２
５
２
・
２

５
３

税
関
に
お
け
る
薬
物
及
び

銃
器
取
締
強
化
期
間

　

鹿
島
税
関
支
署
つ
く
ば
出
張

所
で
は
、
社
会
の
安
全
と
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
、
水
際
に

お
け
る
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
、
拳

銃
な
ど
の
密
輸
取
締
り
に
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

10
月
を
「
薬
物
及
び
銃
器
取

締
強
化
期
間
」
と
し
て
、
重
点

的
な
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
薬
物
や
銃
器
の

密
輸
に
関
す
る
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先　

鹿
島
税
関
支
署
つ

く
ば
出
張
所　

☎
０
２
９
―
８

３
７
―
２
３
０
７
（
夜
間
☎
０

１
２
０
―
４
６
１
―
９
６
１
）

犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
を
支
援
し
ま
す

●
被
害
相
談
窓
口（
茨
城
県
警
察
）

▼
警
察
安
全
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
９
１
１
０

▼ 

性
犯
罪
被
害
相
談
「
勇
気
の

電
話
」

　

☎
０
１
２
０
―
５
５
６
―
９
４
２

▼
ち
か
ん
等
被
害
相
談
所

　

☎
０
２
９
―
２
２
１
―
２
７
１
４

▼
少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
０
９
０
０

▼
悪
質
商
法
１
１
０
番

　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
７
３
７
９

▼
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
相
談

　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
８
１
０
９

● 

（
社
）
い
ば
ら
き
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

　

犯
罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団

体
と
し
て
、
県
公
安
委
員
会
か

ら
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

☎
０
２
９
―
２
３
２
―
２
７
３
６

● 

月
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
相
談
・
支
援
は
無
料
。秘
密
厳
守

　

市
民
の
方
の
情
報
知
識
向
上

を
目
的
と
し
て
、 

Ｉ
Ｔ
講
習

会
な
ど
を
開
催
す
る
市
民
活
動

団
体
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

（
注
１
）
の
方
に
対
し
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
貸
出
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
ほ
か
に
、

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
な
ど
を
行

う
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導

入
し
、
一
般
的
な
情
報
処
理
が

可
能
で
す
。
今
年
度
中
に
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
も
導

入
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
・
自
治
会
又
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
Ｉ
Ｔ

講
習
会
を
開
催
す
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
ほ
か
に
町
内
会
・

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
で
資

料
作
成
な
ど
を
行
う
場
合（
注
２
）

な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
施
設

　

も
り
や
学
び
の
里　

和
室
１

▼
使
用
料

　

無
料

▼ 

貸
出
し
対
象
者
（
注
１
）

　

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
組
織
す
る
市
民
活
動

を
行
う
団
体

▼ 

貸
出
対
象
団
体
が
開
催
す
る

講
習
会
に
参
加
で
き
る
方

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
禁
止
す
る
活
動

●
宗
教
活
動

●
政
治
活
動

●
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

● 

公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗

を
乱
す
活
動

● 

そ
の
他
市
長
が
不
適
切
と
判

断
し
た
活
動

▼
利
用
で
き
る
内
容
（
注
２
）

● 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
Ｉ
Ｔ
講

習
会
）

● 

団
体
に
お
け
る
資
料
作
成

（
団
体
で
の
作
成
に
限
る
）

▼
貸
出
機
器

●
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン　

10
台

●
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

１
台

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー　
　

１
台

●
投
影
用
ス
ク
リ
ー
ン　

１
基

※ 

用
紙
な
ど
の
消
耗
品
（
プ
リ

ン
タ
用
イ
ン
ク
を
除
く
）
は

利
用
団
体
が
用
意

市民の皆さんの
IT活動を支援！
●問合先
　市役所企画課情報政策Ｇ
　内線335・336

パソコンなどの借受け及び返却までの手続方法
①もりや学びの里１階和室を利用予約します

②所定のパソコン等貸出申請書及び必要書類
　を市役所くらしの支援課へ提出します

③利用日に、もりや学びの里１階和室利用許
　可書及びパソコン等使用許可書を提出します

④もりや学びの里にてパソコンなどを借り受
　けます

⑤  利　　用

⑥所定のパソコン等返却チェックシートを提
　出し、パソコンなどを返却します

お知らせ
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▼
問
合
先　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

茨
城
県
支
部
第
39
団　

黒
沼
☎

45
―
１
２
５
２　

長
谷
川
☎
48

―
１
２
８
８

　
　

２
０
０
５
福
祉
分
野

　
　

就
職
説
明
会

　

看
護
や
介
護
な
ど
福
祉
関
係

の
仕
事
を
希
望
す
る
方
を
対
象

と
し
た
、
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

申
込
手
続
を
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
27
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
▼
会
場　

土
浦
京
成
ホ
テ
ル　

土
浦
市
川

口
２
―
13
―
21
▼
参
加
企
業
数 

50
社
予
定

▼
申
込
・
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
水
海
道　

☎
22
―
８
６
０
９

　
　

救
命
講
習
会

　

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
含
む
）

　

救
急
車
を
要
請
し
て
か
ら
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
、
全
国
平

均
で
約
６
分
か
か
り
ま
す
。
こ

の
空
白
の
時
間
に
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
方
が
適
切
な
救
命
手

当
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
傷
病

者
の
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
や
友
人
の
命
を

救
え
る
の
は
あ
な
た
で
す
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
４
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午
▼
会
場　

守
谷

消
防
署　

守
谷
市
御
所
ケ
丘
４
―

１
―
２
▼
対
象　

中
学
生
以
上

の
方　

先
着
25
名
▼
受
講
内
容

心
肺
蘇そ

せ
い生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
※
軽

い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加

▼
受
講
料　

無
料
▼
申
込
方
法

10
月
31
日（
月
）ま
で
に
、
電
話

　
　

文
化
会
館　

毛
筆
講
座

▼
日
時　

11
〜
３
月
の
第
１
・

３
金
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
※
開
講
式　

11

月
４
日
（
金
）
▼
対
象　

市
内

在
住
・
在
勤
の
方
16
名
※
超
過

の
場
合
抽
選
▼
講
師　

貝か
い
づ
か塚

玉ぎ
ょ
く

桂け
い

氏
▼
受
講
料　

無
料
※

道
具
は
自
己
負
担
▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

10
月
24
日
（
月
）
必
着
で
郵
送
、

又
は
窓
口
へ
直
接
持
参

▼
申
込
・
問
合
先　

文
化
会
館

〒
３
０
２
―
０
１
０
４　

守
谷

市
久
保
ケ
丘
１
―
19
―
２　

☎

48
―
７
９
１
１

　

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和

国
大
使
の
コ
ア
ン
グ
・
ト
ゥ
ト
ゥ

ラ
ム
・
ド
ゥ
ン
グ
氏
が
、
人
類

の
起
源
で
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
発

祥
の
国
で
も
あ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
に

つ
い
て
講
演
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
３
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
※
交

流
会
を
含
む
。
午
後
１
時
開
場

▼
会
場　

国
際
交
流
研
修
セ
ン

タ
ー
▼
定
員　

１
０
０
名
▼
会
費

３
０
０
円
▼
申
込
方
法　

10
月

28
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
又
は

窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内
「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」
内
線
１
３
２

　
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と

　
　

自
然
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
県

第
39
団
（
守
谷
）
で
は
、
園
児

や
児
童
を
対
象
に
「
子
ど
も
の

居
場
所
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
体
験
農
園

で
、
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
や
花
摘
み
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

11
月
６
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
▼
会
場

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
体
験
農
園

（
常
磐
道
大
柏
橋
近
く
の
畑
、
看

板
あ
り
）
▼
費
用　

無
料
▼
申

込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し

込
む
▼
そ
の
他
の
活
動　

公
民

館
で
環
境
学
習
や
ク
ラ
フ
ト
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
楽
し
い
活
動
／

夏
の
キ
ャ
ン
プ
で
野
外
自
然
体

験
／
見
学
や
入
団
希
望
の
方
も

随
時
受
付

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
も
り
や
９
月
10
日
発
行

７
頁
「
私
立
幼
稚
園
公
開
保
育

実
施
」
の
記
事
に
一
部
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
ま
す
。

正　

守
谷
ひ
ば
り
幼
稚
園

　
　

☎
48
―
４
１
２
０

又
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
消
防
署

☎
46
―
０
１
１
９

▲

日　時
　10月29日（土）10：00～14：00　※雨天決行▲

ステージ内容・出演者
　利用者による発表、おじんばんど、レクリエーション大会▲

会場・問合先
　障害者福祉センター「ひこうせん」☎45-9801

みんなの希望、みんなの喜び、みんなの笑顔

 
開　
　

催

開　
　

催

 
開　
　

催

開　　催

Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ａ
第
13
回

世
界
を
知
る
シ
リ
ー
ズ

エ
チ
オ
ピ
ア
大
使
講
演
会
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糖
尿
病
教
室

　

今
や
国
民
病
と
言
わ
れ
て
い

る
糖
尿
病
。
し
か
し
そ
の
多
く

は
、
食
事
を
始
め
と
し
た
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
糖
尿

病
教
室
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

教
室
終
了
後
「
野
菊
会
」
と
い

う
自
主
組
織
で
は
、
年
間
を
と

お
し
て
教
室
の
復
習
を
兼
ね
た

研
修
会
を
行
い
、
糖
尿
病
の
予

防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
学
ん
で
、
病

気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程　

表
１
の
と
お
り

▼ 

対
象　

糖
尿
病
治
療
中
の
方

及
び
そ
の
家
族
、
健
康
診
査

で
血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ

た
方　

30
名

※
定
員
超
過
の
場
合
抽
選

▼
費
用　

９
４
５
円

※
糖
尿
病
食
品
交
換
表
代

▼ 

申
込
方
法　

10
月
31
日（
月
）

　

 

ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口
で

直
接
申
し
込
む

　

若
い
女
性
の
健
康
教
室

　

20
〜
30
歳
代
の
年
代
は
、
子

育
て
や
仕
事
に
追
わ
れ
、
自
分

自
身
の
健
康
を
振
り
返
れ
る
時

間
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
年
代
の
女
性
を

対
象
に
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
や

ス
ト
レ
ス
と
の
付
き
合
い
方
を

見
直
し
、
自
分
自
身
の
健
康
を

考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

明
日
か
ら
の
生
活
に
、
少
し

ず
つ
で
も
取
り
入
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
程　

表
２
の
と
お
り

▼
対
象　

20
〜
30
歳
代
の
女
性

　

30
名

※
定
員
超
過
の
場
合
抽
選

▼ 

申
込
方
法　

10
月
17
日（
月
）

　

 

〜
31
日
（
月
）
に
、
電
話
又

は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

※
保
育
希
望
者
は
申
し
出
る　

　

元
気
で
長
生
き
食
事
教
室

　

〜
食
べ
や
す
い
工
夫
〜

　

応
用
が
で
き
、
簡
単
で
お
い

し
く
柔
ら
か
い
食
事
を
、
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
？

▼ 

日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
定
員　

30
名

※
定
員
超
過
の
場
合
抽
選

▼
内
容　

料
理
実
習
と
お
話

※ 

メ
ニ
ュ
ー
は
簡
単
お
は
ぎ
、

ロ
ー
ル
白
菜
な
ど

▼
講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

▼
参
加
費　

３
０
０
円

※
当
日
徴
収

▼ 

持
参
品　

米
半
合
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾き

ん

▼ 

申
込
方
法　

10
月
17
日（
月
）

ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口
で

直
接
申
し
込
む

●若い女性の健康教室（表２）
日　　時 内　　　容

11 ／８（火）
10：00 ～ 11：30

女性の身体の変化について
～生活習慣病の視点から～
自分の心身の状態を知ろう

（あなたのストレスは何点？）

11 ／ 15（火）
10：00 ～ 11：30

限られた時間の中でストレス
発散を！
自分でできるリラクゼーショ
ン法

11 ／ 22（火）
10：00 ～ 11：30

食への知識を持ち、健康な
体へ
～自分の採っている食事を
見直し、栄養のバランスを
考えてみましょう～

11 ／ 29（火）
10：00 ～正午

栄養のバランスを考えた料
理を作りましょう !?
～手早くできて、ひと工夫の
料理を作ってみましょう～

●糖尿病教室（表１）
日　　時 内　　　　容 持　参　品

11 ／ 11（金）
９：45 ～ 11：45

糖尿病の基礎知識について
病気をきちんと理解しよう 筆記用具

11 ／ 18（金）
９：45 ～ 11：45

糖尿病の食事療法について①
（食品の分類）

筆記用具
計算機

11 ／ 24（木）
10：00 ～ 11：30

運動療法について
講話と実技

運動のできる服装
運動靴、タオル

12 ／２（金）
９：45 ～ 11：45

糖尿病の食事療法について②
（食事指示表の作成）

筆記用具
計算機

12 ／９（金）
９：45 ～ 11：45

糖尿病の食事療法について③
（カロリー計算・献立作成）

筆記用具
計算機

12 ／ 16（金）
９：45 ～ 15：30

お楽しみ調理実習
糖尿病の合併症について（講演）

エプロン、三角巾、
米半合、筆記用具

開　　催

保健センターから
各種教室のお知らせ
保健センターから
各種教室のお知らせ
保健センターから
各種教室のお知らせ
●会場・申込・問合先
　保健センター　☎48-6000
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40,000
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10,000

0

14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

250,000
200,000
150,000
100,000
50,000

0

5,300
5,200
5,100
5,000
4,900
4,800
4,700
4,600

11,500
11,000
10,500
10,000
9,500
9,000
8,500
8,000

10,800,000
10,600,000
10,400,000
10,200,000
10,000,000
9,800,000
9,600,000
9,400,000
9,200,000
9,000,000

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

温室効果ガス（t-CO2) ガソリン使用量（　）

Ａ重油使用量（　）軽油使用量（　）灯油使用量（　）

液化石油ガス（kg） 都市ガス（m3） 電気使用量（kwh）

平
成
16
年
度
燃
料
使
用
状
況

  

〜
５
・
８
％
削
減
達
成
〜
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市
役
所
で
は
、
業
務
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削

減
す
る
た
め
、
無
駄
な
電
灯
の

消
灯
や
燃
料
の
節
約
な
ど
、
省

エ
ネ
行
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼ 

計
画
期
間　

５
年
間
（
平
成

13
〜
17
年
度
）

▼ 

目
標　

温
室
効
果
ガ
ス
（
主

に
二
酸
化
炭
素
）
を
平
成
17

年
度
ま
で
に
５
％
削
減
（
平

成
11
年
度
比
）

　

平
成
16
年
度
に
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
約

４
７
０
１
・
３
ｔ
／
CO2
で
す
。

平
成
11
年
度
と
比
較
す
る
と
、

削
減
率
は
5
・
8
％
の
減
少
で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
燃
料
の

使
用
（
燃
焼
）
な
ど
に
伴
い

発
生
し
ま
す
が
、
燃
料
と
な
る

灯
油
・
軽
油
・
Ａ
重
油
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
・
都
市
ガ
ス
の
使
用
量
が
減

少
し
た
た
め
、
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
も
減
少
し
ま

し
た
。

温室効果ガス排出量と増減率
（平成11年度比）

温室効果ガス 増減率
H11年度 基準年 4992.3t/CO2 ―
H12年度 準備期間 5152.3t/CO2 3.2％
H13年度

計画期間

4903.2t/CO2 △ 1.8％
H14年度 4739.3t/CO2 △ 5.1％
H15年度 4652.3t/CO2 △ 6.8％
H16年度 4701.3t/CO2 △ 5.8％
H17年度 4742.6t/CO2 △ 5.0％
※Ｈ17年度の数値は目標値

市 役 所
地球温暖化防止
実行計画実施状況を
報告します

●問合先　市役所生活環境課
　　　　　内線145・146

市 役 所
地球温暖化防止
実行計画実施状況を
報告します



（達成度の目安）
◎… 調達率100％（特

定調達品目の目標
を達成している）

○… 調達率90％以上
100％未満（継
続的に取り組め
ば目標100％を
達成できる）

▲… 調達率89％以下
　 （努力が必要）

13 広報もりや2005.10.10広報もりや2005.10.10

■
な
ぜ
５
・
８
％
削
減
し
た
の
？

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
削
減
し
た

原
因
は
、
排
出
量
が
大
き
い
施

設
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水

道
事
務
所
、
市
本
庁
舎
、
中
央

公
民
館
）が
削
減
し
た
た
め
で
す
。

　

特
に
、
総
排
出
量
が
全
体
の

約
40
％
を
占
め
る
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
13
・
３
％
削
減
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

平
成
13
〜
16
年
度

＜調達実績＞
分野別 主な調達基準 調　　　　　達　　　　　率 達成度

（平成１６年度）平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
紙　類 コピー用紙については、古紙配合

率 100％、白色度 70％以下 97.9% 99.5% 100% 99.7% ○

納　入
印刷物

古紙配合率 100％、白色度 70％以
下（カラーコピーはこの限りでない） 22.8% 48.2% 83.3% 84.6% ▲

衛生用紙 古紙配合率 100％ ― ― ― 100% ◎

文具類 再生プラスチックの使用、消耗品は
交換・補充ができるものなど 90.8% 99.8% 99.9% 94.1% ○

機器類 再生プラスチックの使用、消耗品は
交換・補充ができるもの 100% 100% 100% 100% ◎

ＯＡ機器 エコマーク、国際エネルギースター
マークなどが表示されているもの 93.9% 100% 100% 100% ◎

家電製品 再生プラスチックの使用、エネル
ギー消費効率の高いもの 購入なし 50% 100% 100% ◎

照　明 Ｈｆインバーター方式器具、消費
効率の高いもの 73.5% 93.0% 80.2% 78.1% ▲

自動車
国土交通省が定めた自動車税優遇
措置に該当する低排出ガス認定車
両

50% 78.5% 100% 100% ◎

作業服
再生ポリエステル 55％使用（夏
服用については指定。防寒着は指
定除く）

94.1% 66.6% 59.2% 14.4% ▲

インテリア、寝装具 再生ペット樹脂が含まれているもの 100% 購入なし 購入なし 0% ▲

作業用手袋 再生ペット樹脂が含まれているも
の 19.2% 100% 43.9% 99.7% ○

その他繊維製品 ポリエチレン繊維に、再生ポリエチ
レンを 50％以上使用しているもの ― ― ― 0% ▲

設　備
太陽光発電システム、太陽熱利用
システム、雨水の再利用設備など
を設置

購入なし 購入なし 100% 100% ◎

公共工事
（資材・建設機材）

環境負荷の低減効果がある建設資
材・機材を利用、活用すること

再加熱アスファル
ト混合物、再生
骨材は購入有り

再加熱アスファル
ト混合物、再生
骨材は購入有り

断熱サッシ、ドア、高
炉セメント、断熱材、
再加熱アスファルト、
再生骨材、間伐材、下
塗用塗料は購入有り

パーティクルボード、合板、
再生加熱アスファルト混合
物、再生骨材、環境配慮型道
路照明、環境配慮型防犯灯、
断熱サッシ・ドア、便器、陶
磁器質タイル、高炉セメント
は購入有り

―

排出ガス対策・低
騒音型建設機械　
契約数合計88回

排出ガス対策・低
騒音型建設機械　
契約数合計227回

排出ガス対策・低
騒音型建設機械　
契約数合計113回

排出ガス対策・低
騒音型建設機械　
契約数合計172 回

―

役務（食堂）省資源・省エネの推進、使用する洗
剤などの環境配慮、使用する備品や
消耗品のグリーン化など

― ― 100% 100% ◎
役務（清掃） ― ― 85.7% 100% ◎
 ※ 上記調達分類は、「グリーン購入推進指針（平成 13、14 年度は 64 品目、平成 15 年度は 103 品目、平成 16 年度は 126 品目の特
定調達品目を指定）」の分野別にまとめたものです

市
役
所
グ
リ
ー
ン
製
品
調
達
実
績

■
今
後
の
見
通
し

　

今
後
、
平
成
16
年
度
の
数
値

で
安
定
し
て
い
く
た
め
に
は
、

引
き
続
き
省
エ
ネ
行
動
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

や
市
本
庁
舎
、
上
下
水
道
事
務

所
、
中
央
公
民
館
な
ど
排
出
量

を
効
果
的
に
削
減
で
き
た
施
設

以
外
に
も
、
多
く
の
施
設
で
減

少
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

冷
暖
房
用
の
灯
油
や
電
気
の

使
用
は
、
気
象
条
件
の
影
響
を

受
け
や
す
い
た
め
、
設
備
の
更

新
時
に
は
省
エ
ネ
設
計
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ど
、
具
体
的
な
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

﹇
参
考
﹈

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

数
値
目
標

◆
京
都
議
定
書
の
日
本
の
目
標

▼ 

対
象
ガ
ス

　

 

二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一

酸
化
炭
素
な
ど

▼
目
標
期
間

　

 

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

〜
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）

▼ 

数
値
目
標

　

６
％
削
減

※
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）
比

　

市
役
所
で
は
、
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、
物
品
の
購
入
に
関
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

や
省
エ
ネ
製
品
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
製
品
を
優
先
し
て
購
入
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
市
役
所
グ
リ
ー
ン
購
入
推
進
指
針
」
に
基
づ
き
、
平
成
16
年
度
の
グ
リ

ー
ン
製
品
な
ど
の
調
達
実
績
を
報
告
し
ま
す
。

順位 施  設  名 温室効果ガス
排    出    量

増減率
Ｈ11年度比

１ 浄化センター 1875.8t/CO2 △ 13.3％

２ 上下水道事務所 415.8t/CO2 △ 21.1％

３ 学校給食センター 378.2t/CO2 2.9％

４ 市本庁舎 343.9t/CO2 △ 15.7％

５ 中央公民館 155.4t/CO2 △ 11.0％

浄化センター
　　40％

上下水道事務所
　　　９％　学校給食センター

　　　８％

市本庁舎
　　7％

中央公民館
　　３％

中央図書館
　　３％

保健センター
　　2％

3保育所・児童館
　　2％

小中学校（13校）
　　15％

その他 11％

CO2総排出量に占める割合
（平成16年度）

H16年度温室効果ガス排出量上位5施設
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自
治
体
や
学
校
が
、
地
域
の
防
犯
情
報

を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
取
組
み
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
か
ら
は
奈
良
市
教

育
委
員
会
、
岐
阜
市
土
岐
市
教
育
委
員
会

が
不
審
者
侵
入
情
報
を
保
護
者
に
知
ら
せ

る
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
ほ
か
、
熊

本
県
警
、
三
重
県
警
で
３
月
か
ら
携
帯
電

話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
を
し
て
い
ま
す
。
守

谷
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
な
い

の
で
し
ょ
か
？

　

近
年
、
児
童
生
徒
が
被
害
に
遭
う
事
件

が
、
全
国
各
地
で
起
き
て
い
る
状
況
か
ら
、

本
市
で
は
こ
の
よ
う
な
事
件
か
ら
児
童
生

徒
を
守
る
た
め
、
昨
年
度
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

各
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
「
学
校
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
し
、
巡
視
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
に

対
し
自
警
団
の
結
成
を
促
す
な
ど
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
強
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
不
審
者
に
対
す
る
情
報
提
供

は
、
現
在
緊
急
連
絡
網
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
安
全
を
考
慮

し
た
場
合
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
や
、
ご
提
案
の
不
審
者
情
報
メ
ー
ル
配

信
な
ど
も
含
め
、
情
報
提
供
の
手
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
犯
罪
防
止
は
、
地
域
に
お
け
る

人
の
目
を
増
や
す
こ
と
が
最
大
の
防
止
効

果
を
発
揮
す
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後

も
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
を
図
る
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
日
、
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知
書

が
郵
送
で
送
ら
れ
、
口
座
振
替
の
た
め
銀

行
名
や
口
座
番
号
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
個
人
情
報
保
護
法

の
施
行
に
よ
り
、
民
間
業
者
な
ど
は
＊
印

な
ど
で
記
載
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
一
番

個
人
情
報
を
持
っ
て
い
る
市
が
、
銀
行
名

や
口
座
番
号
を
記
載
し
て
納
付
書
を
通
知

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

し
か
も
普

通
郵
送
で
…
他
人
に
持
ち
出
さ
れ
、
口
座

か
ら
お
金
が
引
き
出
さ
れ
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
は
、
従
来
ま
で

は
納
税
者
の
方
々
に
ど
の
銀
行
か
ら
口
座

振
替
す
る
の
か
を
明
記
し
て
、
納
付
書
と

領
収
書
を
送
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
度
の
提
案
を
踏
ま
え
、

金
融
機
関
名
及
び
口
座
番
号
い
ず
れ
も
掲

載
し
な
い
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
て
１
年
半
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
、
出
産
を
経
て
、
現
在
妻
は
育
児
休
職
中

で
す
。
守
谷
市
は
緑
も
多
く
、
Ｔ
Ｘ
が
開
通

す
る
と
交
通
の
便
も
よ
く
な
る
の
で
、
子
育

て
を
す
る
上
で
の
住
環
境
に
は
満
足
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
市
の
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
不
満
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
23
区
で
は
、
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
と
、
新
聞
な
ど
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
守
谷
市
の
場
合
は
、

所
得
制
限
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
乳
幼
児

検
診
で
は
、
６
か
月
検
診
が
自
己
負
担
に

な
る
な
ど
、
後
退
す
ら
感
じ
ま
す
。
出
生

率
低
下
で
、
各
自
治
体
が
子
育
て
支
援
拡

充
に
動
き
出
し
て
い
る
中
で
、
今
後
の
方
向

性
を
ど
う
す
る
の
か
、
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　

東
京
都
の
医
療
費
助
成
は
、
茨
城
県

と
同
様
に
所
得
制
限
は
設
け
て
い
る
も
の

の
、
所
得
制
限
を
超
え
た
世
帯
に
対
し
て

は
、
区
が
独
自
に
医
療
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

茨
城
県
（
守
谷
市
）
の
医
療
福
祉
制
度

は
、
低
所
得
者
に
対
し
て
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
所
得
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
件
は
、
十
分
理
解
は
し
て
い
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
市
の
医
療
福
祉
全
体

の
助
成
額
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
財
政
事
情
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
は
が

き
や
メ
ー
ル
に
よ
る
提
案
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
案
制
度
を
通
じ
て
、
普
段
皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
見
・
提
案
を
、
毎
年
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
提
案
の
中
か
ら
、そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
政
に
対
す
る
清
新
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全

不
審
者
情
報
の
配
信
に
つ
い
て

意見・提案
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
！

　

 

く
ら
し
の
支
援
課
・
学
校
教
育
課

回　答

納
税
通
知
書
に
個
人
情
報
を

守
る
配
慮
を
！

意見・提案

改
善
し
ま
し
た

 

税
務
課

回　答

所
得
制
限
の
撤
廃
は
困
難
で
す

 

国
保
年
金
課

回　答

医
療
費
助
成
の

所
得
制
限
の
廃
止
を
！

意見・提案

●
問
合
先 

市
役
所
く
ら
し
の
支
援
課

 

人
権
・
同
和
対
策
室

 

内
線
１
３
７
・
１
３
８

「
私
の
提
案
」
内
容
紹
介 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
事
業
の
拡
大
は
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
所

得
制
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
継

続
し
て
い
く
方
向
で
す
。

　

今
年
か
ら
子
ど
も
を
児
童
ク
ラ
ブ
に
預

け
て
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
開
始
時
間
が
９
時
か
ら
で
は
仕

事
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
以
前
は
保
育
所

に
預
け
て
い
た
の
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
は
困
っ
て
い
ま
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
児
童
ク
ラ
ブ
が
始
ま
る
１
時
間
前

か
ら
校
庭
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
、
９
時
ま

で
子
ど
も
だ
け
で
待
た
せ
て
い
る
人
も
い

る
と
か
…
。
今
の
世
の
中
何
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
ま
た
何
か
起
き
て
か
ら

で
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
で
は
金
銭
的
に

と
て
も
負
担
で
す
。

　

県
内
で
は
、
ま
だ
ど
こ
も
対
応
し
て
い

な
い
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
時
間
拡
大
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
、
初
の
試
み
と
し
て
市

内
9
か
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
内
、
郷
州

と
高
野
児
童
ク
ラ
ブ
の
2
か
所
に
お
い
て
、

郷
州
児
童
ク
ラ
ブ
は
利
用
開
始
時
間
を
1

時
間
半
早
め
た
午
前
7
時
30
分
（
高
野
児

童
ク
ラ
ブ
は
午
前
8
時
）
か
ら
開
所
し
、

児
童
生
徒
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
早
朝
か
ら
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
利
用
者
（
保
護
者
）
か
ら
は
、
早
朝

の
開
所
を
望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
指

導
員
の
勤
務
体
制
や
人
員
の
問
題
な
ど
諸

問
題
を
抱
え
て
い
た
た
め
、
開
所
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。
本
年
7
月
に
全
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
の
方
々
に
協
力
を
呼
び
掛
け
検

討
し
た
結
果
、
高
野
・
郷
州
の
２
か
所
で

保
護
者
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
保

護
者
の
実
費
負
担
（
８
０
０
円
/
時
間
）

で
開
所
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
他
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
も
「
協

力
で
き
な
い
が
預
け
た
い
」
と
い
う
保
護

者
の
方
が
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
保
護
者

や
そ
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
協

力
を
呼
び
掛
け
、
要
望
に
答
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

車
社
会
の
時
代
に
、
ど
の
地
区
で
も
駐

車
場
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
守
谷
駅

周
辺
に
駐
車
場
を
作
れ
ば
、
通
勤
や
レ

ジ
ャ
ー
に
電
車
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
他
市
町
村
か
ら

も
人
が
流
れ
、
守
谷
市
の
発
展
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

駅
周
辺
の
駐
車
施
設
に
つ
い
て
は
、
通

勤
・
通
学
な
ど
の
駅
利
用
者
へ
の
対
応
や
、

商
業
・
業
務
活
動
を
支
援
す
る
施
設
と
し

て
、
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
財
政
状
況
や
施

設
整
備
の
方
向
性
、
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
を
考
慮
し
、
駅
周
辺
の
市
有
地
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
整
備
計
画
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
環
境
負
荷
の
軽
減
及
び
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
・

自
動
車
・
自
転
車
な
ど
の
多
様
な
交
通
手

段
が
、
そ
の
機
能
・
特
性
に
応
じ
た
役
割

を
適
切
に
担
い
、
各
交
通
機
関
が
連
携
し

た
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
調
査
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

投　書　箱
　意見・提案を投書箱に投

とうかん

函して
ください。用紙は設置してあります。
設置場所　市役所１階、中央・郷
州・高野・北守谷の各公民館、仲
町行政サービスセンター、文化会館

ご意見ＢＯＸ
　市ホームページ内にある「ご意
見・ご提案」から、意見・提案を
送信してください。
http://www.city.moriya.ibaraki.
jp/opinion/index.html

Ｅメール
　意見・提案を担当課宛てにＥメー
ルで送信してください。下記ホーム
ページアドレスから、各課にメール
を送信できます。
http://www.city.moriya.ibaraki.
jp/section/index.html

ふれあいＦＡＸ
意見・提案をＦＡＸしてください。
45-1110（市長室直通）

市長との対話
　各種団体、サークル、グループ
などの単位でお申し込みください。
申込先　 市役所秘書課秘書・広報Ｇ

内線322・323

その他
（封書など）

5

1

0

1
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ホームページ
ご意見ＢＯＸ
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投書箱
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はがき

2

2

25

60

12

４月

５月

６月

７月

８月

平成17年４～８月提案方法別件数

●「私の提案」内容紹介　まちづくりの主役は皆さんです

意見・提案
守
谷
駅
付
近
に
大
型
駐
車
場
を
！

回　答
保
護
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、

利
用
時
間
を
拡
大

 

児
童
福
祉
課

意見・提案
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
時
間
拡
大
を
！

市
内
の
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
！

          

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

回　答

様々な方法で
提案できます
様々な方法で
提案できます
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●問合先　市役所介護福祉課介護保険G　☎45-1744（直通）

おしえて！介護保険

今回は

についてご報告します

　

平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制

度
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
認
定
者

数
の
増
加
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
今
や
介
護
を

必
要
と
す
る
方
や
、
そ
の
家
族

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
高
齢
化
の

進
展
が
予
想
さ
れ
、
介
護
保
険

の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
を
支
え
る
た
め
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、

そ
の
す
べ
て
を
自
分
や
家
族
だ

け
で
負
担
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
で
す
。　

　

介
護
保
険
は
、
介
護
に
必
要

な
費
用
を
社
会
全
体
で
支
え
合

う
制
度
で
す
。
利
用
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
９
割
が
介
護

保
険
か
ら
給
付
さ
れ
、
そ
の
財

源
の
50
％
は
、
40
歳
以
上
の
皆

さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
掛
か
る
費
用
を
推
計
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
の
３
年
間
の
介
護
保
険
料

を
算
出
す
る
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ

て
以
来
、
当
市
に
お
い
て
は
要

介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー

　

保
険
者
で
あ
る
市
は
、
皆
さ

ん
が
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
９
割
を
、
介
護
給
付
費

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支

払
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
支
払
っ
た
介

護
給
付
費
は
、
12
億
９
９
７
７

万
２
千
円
で
、
65
歳
以
上
の
方

１
人
に
対
し
、
20
万
３
６
６
２

円
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
も

増
加
し
て
い
ま
す
。 

　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
こ
の
傾
向
は
継
続
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
結
果
と
し

て
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
が
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

●介護給付費の内訳
（平成16年度）

　▶介護サービス
　　　12億6,514万4千円
　▶支援サービス
　　　　　　   3,271万円
　▶審査支払手数料
　　　　　    191万8千円

要介護等認定者数の推移（各年度末現在）

   平成14年度 平成15年度  平成16年度

 第1号被保険者数
（65歳以上の方） 

5,832人 6,081人 6,382人

 要介護等認定者数 656人 749人 823人

 介護給付費 10億7,847万1千円 11億4,470万1千円 12億9,972万2千円

年度

み
ん
な
で
支
え
合
う

介
護
保
険

い
ざ
と
い
う
と
き
の

安
心
の
た
め
に

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

は
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す

 保 険 料（50％） 公　費（50％）

 第１号被保険者保険料 第２号被保険者保険料 国の負担金 県の負担金 市の負担金（60歳以上の方） （40～64歳の方）

　 2億3,107万6千円 4億2,153万3千円 3億744万3千円 1億6,437万2千円 1億6,437万2千円

介護保険の財源（平成16年度）



国 民
年 金
●問合先
　土浦社会保険事務所　☎029-822-3940　市役所国保年金課保険年金G　内線103・104

老齢基礎年老齢基礎年金金
　年金は、年金を受ける資格ができたとき、自動的に支給が始まるわけでは
ありません。自分自身で、年金を受けるための手続（裁定請求）を行う必要

があります。

　老齢基礎年金は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めること

で、満額受給できます。40年に満たないと、期間に応じて減額されます。

　次に掲げる期間を合算して、原則25年以上の期
間が必要です。
•国民年金の保険料を納めた期間
• 国民年金の保険料の免除（全額・半額）を受け
た期間
※ 半額免除期間は、半額の保険料を納めなければ
未納となります
•国民年金の学生納付特例・納付猶予を受けた期間
• 任意加入できる人が加入しなかった期間（合算
対象期間）
• 昭和36年４月以降の厚生年金保険の被保険者期
間、又は共済組合の組合員期間
•第３号被保険者であった期間

　原則として65歳
※ ただし、60歳から減額された年金の繰上げ支給
や、66歳から70歳までの希望する年齢から増額
された年金の繰下げ支給を請求できます

10月は、国民年金半年前納下期分（10月～翌年３月分）の納付月です。
　　●６か月前納なら（10月～翌年３月分）…
　　　　　通常13,580円×６か月＝81,480円が
　　　　　　　　　６か月前納額80,820円　　　　　　　660円お得
　　　　　　　　　　　６か月前納の納付期限は10月31日です　
　　　　　　　　　　※納付書を希望する方は、10月20日ごろまでにお申し出ください　　　　
　　●口座振替で当月末振替にすると…
　　　　　通常13,580円×６回＝81,480円が　　　　　毎月40円割引。６か月分なら　
　　　　　　　13,540円×６回＝81,240円　　　　　　　240円お得

注） 加入可能年数　大正15年４月２日～昭和２年
４月１日に生まれた方については、25年に短
縮されており、以降昭和16年４月１日生まれ
の方まで、生年月日に応じて、26年から39年
に短縮されています。

794,500円×

保険料納
付済月数

保険料半額
免除納付月数〔 〔〕 〕 保険料全額

免除納付月数〔 〕＋ ＋× 23 × 13

40（加入可能年数）×12
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加入していた年金制度
国民年金
（第１号期間のみ）
のみの加入者
国民年金
（第３号期間を含む）
のみの加入者

請 求 先

市役所
国保年金課

土浦社会保険
事務所

支給要件 年金額（平成17年度）

支給開始年齢

年金の請求先
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○
授
業
の
工
夫
と
改
善

　

基
礎
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
、
様
々

な
指
導
方
法
の
工
夫
や
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
中
で
も
、
３
年
生
以
上
の
算

数
の
時
間
に
は
、
学
習
内
容
の
理
解
や

習
熟
度
に
応
じ
て
、
少
人
数
指
導
を
行
い
、

分
か
り
や
す
い
授
業
や
個
へ
の
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。

○
毎
日
の
積
み
重
ね

　

月
・
水
・
金
曜
日
の
朝
の
15
分
間
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
と
し
て
、
漢
字
や
計

算
の
ド
リ
ル
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
時
間
は
、
個
に
応
じ
た
支
援

の
時
間
と
し
て
、
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
・
木
曜
日
の
同
じ
時
間
に
は
、

ブ
ッ
ク
ア
ワ
ー
と
し
て
、
読
書
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
読
書
を
通
じ
て
、
間
接
体

験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か

な
心
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

児
童
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
全
職
員

が
共
通
理
解
を
図
り
、
個
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

○
楽
し
い
英
語
活
動

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
担
任
と
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
り
、
英
語
に
親
し
む
と
と
も
に
、

国
際
理
解
の
心
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

○
さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

　

県
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
「
気
持
ち

の
良
い
あ
い
さ
つ
を
し
、
け
じ
め
の
あ
る

生
活
を
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各

学
期
ご
と
に｢

あ
い
さ
つ｣｢

時
間
を
守
る｣

｢

礼
儀
正
し
い
生
活｣

な
ど
に
向
か
っ
て
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

○
豊
か
な
体
験
活
動
の
実
践

　

森
林
・
林
業
体
験
と
し
て
、
児
童
1
人

に
原
木
１
本
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
敷
地
内
や
土
塔

森
林
公
園
の
野
鳥
・
植
物
の
観
察
を
実
施

奨
励
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
期
に
一
度
、
家
庭
科
や
総

合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
と
関
連
を
図
り

な
が
ら
、
学
校
周
辺
の
美
化
活
動
も
展
開

し
て
い
ま
す
。

○
異
年
齢
に
よ
る
交
流
活
動
の
実
践

　

前
期
は
、
清
掃
の
時
間
を
活
用
し
た
縦

割
り
班
清
掃
を
実
施
し
、
後
期
は
休
み
時

間
と
清
掃
の
時
間
を
合
わ
せ
た
、
ロ
ン
グ

の
縦
割
り
班
遊
び
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

学
期
に
一
度
の
縦
割
り
班
給
食
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
心
の
交
流

を
深
め
、
思
い
や
り
の
心
や
助
け
合
い
協

力
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心
の
育
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

○
食
に
関
す
る
指
導
の
推
進

　

基
礎
基
本
の
定
着
や
、
豊
か
な
心
の
育

成
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
、

心
身
の
健
康
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も

の
と
し
て
「
食
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
方
々
と
連
携
を
図
り
、
心

身
と
も
に
元
気
で
、
何
事
に
も
や
る
気
で

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

夢を支える
３つの柱

○
学
び
の
保
証

○
安
全
の
確
保

○
信
頼
の
構
築

学校経営の
キーワード

○
地
域

○
体
験

○
本
物

黒
内
小
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

目指す
児童像

○
夢
と
希
望
を
も
ち
、
よ
く
考
え
る
子

○
礼
儀
正
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
子

○
健
康
で
、
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
る
子

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154

夢
の
あ
る
学
校
の
創
造

▲しいたけ菌打ち

▲縦割り班給食

▲里山観察



子育て支援
センターからの
お知らせ

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

ねっこねっこ

フリーマーケット開催！フリーマーケット開催！
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11月の子育てカレンダー11月の子育てカレンダー

　「ねっこ」では、子育て中の皆さんによる、皆さんのためのフリーマーケットを開催します。
　今、一番必要なものを、「ねっこ」のフリーマーケットで見つけてみませんか？

　　　　●日　　　時　　　11月29日（火）午前10時～正午
　　　　●会　　　場　　　まつやま保育園　園庭
　　　　　　　　　　　　※駐車場が限られていますので、できる限り車での来場はご遠慮ください
　　　　●対　　　象　　　どなたでも
　　　　●品　　　物　　　子どもに関する物
　　　　　　　　　　　　　生活用品、雑貨、アクセサリー、
　　　　　　　　　　　　　手作りの小物など
　　　　●出店説明会　　　11月１日（火）午前10時～10時30分
　　　　　　　　　　　　　まつやま保育園
　　　　●問　合　先　　　まつやま保育園「ねっこ」　☎ 45-8828

１火 楽 ２歳～　保 ポリオ　夢 ま
２水　リ １・２歳～　ま ０～１歳６か月
  保 ３～４か月児健診
４金　夢 ０～１歳６か月　保 ポリオ　み ま 郷
５土　赤 ４～５か月　
７月　夢 み 中
８火　ね ２歳～　楽 ２歳～　夢 ま
９水　ま ０～１歳６か月　夢
10木　ア ２歳～　楽１歳　保３歳児健診　お ま
11金　保 １歳６か月児健診　み ま
12土　赤 ４～５か月　サ   
13日　健康福祉まつり　夢っ子ひろば　移動児童館
14月　夢 み 高
15火　な ０歳　楽 ２歳～　夢 ま
16水　ま ０～１歳６か月　ね お母さんの勉強室③ ク
17木　ア ６～11か月　楽 １歳　 お ま
18金　夢 ０～１歳６か月　み ま 久
19土　赤 ４～５か月
21月　保 育児健康相談　夢 人 み
22火　ね ０歳　楽 ２歳～　夢　ま
24木　ア １歳 楽 １歳 保 ３歳児健診　お ま
  夢 ね ア 12月分予約受付開始10：00～
25金　夢 ０～１歳６か月　保１歳６か月児健診 
  み ま ロ
28月　保 離乳食教室　夢 み 北
29火 ね ねっこフリーマーケット　楽２歳～
  保 BCG　夢 ま
30水 ま ０～１歳６か月　保 ３～４か月児健診　夢

　夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢  夢っ子ひろば（室内自由開放）９:30～15:30
み  子育て広場みずきの（郷州小学校）10:00～15:00
お   子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
10:00～15:00

ま  子育て広場まなびの里（学びの里）10:00～15:00
中  子育て広場中央（中央公民館）10:00～11:30
郷  子育て広場郷州（郷州公民館）10:00～11:30
高  子育て広場高野（高野公民館）10:00～/13:00～
ロ   子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）
10:00～11:30

久  子育て広場久保ケ丘（文化会館）10:00～11:30
北  子育て広場北守谷（北守谷公民館）10:00～／13:00～
な  なかよくあそぼう10:00～11:00　★要予約
リ  リトミック10:00～/11:00～　★要予約
ク  夢っ子クッキング（保健センター）10:00～正午　★要予約
赤  赤ちゃん体操14:00～15:30　★要予約
人  人形劇10:30～11:30　★要予約
  ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね  ねっこ（親子活動）９:30～　★要予約
  アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア  アビエス（親子活動）10:30～　★要予約
  児童館（☎ 45-2278）
楽 親子で楽しもう（親子活動）（火）（木）11:00～11:40
サ サタデーパパ11:00～
  保健センター（☎ 48-6000）
保　保健センター事業

11月の子育てカレンダー

●教育・子育て支援情報
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　1995年に開始されたアーカスプロジェクトは、
昨年で10年目を迎えました。ＴＸ開業と時期を同
じくして、ひとつの節目を迎えました。
　本プロジェクトの中心に据えられている「アー
ティスト・イン・レジデンス」という事業名。日
本語で「居住」を意味する「レジデンス」とは、
一定期間ある場所に滞在することを意味し、広く
は、その場所にあるコミュニティに「所属」する
ことを意味します。
　近代においては、パリやニューヨークを拠点に、
アーティストたちが国際的な交流の足跡を残して
きたことは周知のとおりですが、アーカス所属の
アーティストたちも守谷で国際的な芸術交流の輪
を広げています。
　アーカスの52名（10年間で19か国/地域より参
加）のアーティストの中には、シャロン・ロック
ハート（1996年）のように《GOSHOGAOKA》
（当時の守谷市立御所ケ丘中学校の女子バスケッ
トボール部員が出演）を制作した後、世界中の映
画祭で発表したり、ヴェネチア・ビエンナーレの
ような国際的な展覧会に招待されたり、各地で活
躍しています。今年のアーティスト５名の枠に、
世界中から240名以上の応募があったことから
も、内外での評価が高まりつつことが分かります。

　11月には、10周年を記念したシンポジウムを開
催します。アーカスについてあまりご存知ない方
も、この機会にぜひご参加いただき、どのような
活動をしているのかご覧ください。

  アーカスプロジェクト10周年記念フォーラム

▶日　時　11月13日（日）
●午前の部（午前10時～午後０時30分）
　国内レジデンス事業意見交換会
●午後の部（午後１時30分～５時30分）
　パネルディスカッション
▶会　場　つくば国際会議場　つくば市竹園2-20-3
▶参加費　無料
▶定　員　午前の部50名／午後の部200名※先着順
▶ 申込方法　①参加希望の部（午前・午後）②氏
名③住所④年齢⑤所属⑥電話番号⑦ＦＡＸ番号
を明記の上、ＦＡＸ又はＥメールにて11月４日
（木）までに申し込む

▶申込・問合先　アーカススタジオ
　

▲「守谷パヴィリオン」の制作に参加した
高梨隆さん。「タワッシャイさんの‘形’に
こだわるアートセンスに驚きました。」

▼アーカスを紹介するニュースレター
（10/29と11/19に発行予定）の作成に取
り組む飯田順子さん（左手前）と小林良美
さん（右奥）「アーカスに新しい‘窓’をつく
ります。」（小林さん）

ア
ー
カ
ス
フ
レ
ン
ズ

　
　
　

活
躍
中
！

「アーティストの住む場所から生まれるもの～

地域と世界をつなぐアートの拠点づくり」

アーティストと作品は守谷で育まれ、世界に羽ばたきます！アーティストと作品は守谷で育まれ、世界に羽ばたきます！

ARCUS Artist in Residence -IBARAKI- ●問合先　アーカススタジオ（9:15～18:00、日・月休）
　守谷市板戸井2418もりや学びの里内　☎　 46-2600
　E-mail　info@arcus-project.com
　URL　　http://www.arcus-project.comアーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005
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守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

   問合先　守谷市民活動支援センター　 　  46-3370●

市民活動支援センターを、お気軽にご利用ください！！

　「守谷市にはどのようなボランティアやＮＰＯ法人があるのかな？」「ボランティア活動に参加し
てみたい！」など、様々な市民活動についてご相談を受け付けています。

▶開館時間　　午前９時～午後４時（午後４時～午後９時は予約制）
▶休 館 日　　日曜日、月曜日、年末年始（年末年始以外の祝日は開館）

　平成16年１月に会を発足させて、２年弱とな
ります。市内でも新しい住民が多い高野地区で
は、住民間のコミュニケーションが希薄化して
おり、犯罪も増加傾向にあります。
　このままではいけないとの思いで、｢楽しみな
がらコミュニケーションを深めていこう｣を目標に、
歩いて高野を知ろう（ガイドマップ、ビデオ作
成）、芋煮会、高野こいのぼりまつり（右写真）、
お散歩パトロールなどを定期イベントとして活
動する、市民の｢イベント屋｣です。
　高野地区とは乙子、高野、鈴塚、美園、けや
き台、松ケ丘の総称で、ほとんどこの地区の住
民を中心に、現在会員数32名で活動をしていま
す。もちろん高野地区以外の方の入会も大歓迎

ですので、ぜひ一緒に活動してみませんか。　
　なお、来年第２回となる「高野こいのぼりま
つり」では、２倍の400匹を泳がせる予定です。
ご家庭で不要のこいのぼりの寄付を受け付けてい
ますので、ご協力をお願いします。

▶問合先　吉
よしおか

岡壮
そうたろう

太郎　☎48-6185

高野まちづくりの会

談話コーナー（２～12人）
会議室（28～50人）

パソコン
（インターネット検索
　　チラシ作成など）

  情報掲示板
（イベントの案内など）

コピー（白黒10円/枚）
　　　   （カラー30円/枚）

印刷（無料）
用紙は持参

たな

貸し書類棚
（書類などを保管）

⑬



だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

参
加
者
募
集
！　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

〜
ド
イ
ツ
料
理
教
室
〜

「「
暮
ら
し
を
も
っ
と
美
味
し
く
、
楽
し
く
！
」

「
暮
ら
し
を
も
っ
と
美
味
し
く
、
楽
し
く
！
」

「
暮
ら
し
を
も
っ
と
美
味
し
く
、
楽
し
く
！
」

お　

い

満18歳以上のドイ
ツ人だれもが選挙権
を持つ

国外に居住するドイ
ツ人も選挙に参加で
きる

２つの票がある（選
挙区の候補者と、党
が各州別の候補者に
投票）
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MMORIYA滞在記

リッヒターさんのリッヒターさんのリッヒターさんの

MORIYA滞在記MORIYA滞在記
選 挙 活 動

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
ド
イ
ツ

人
に
と
っ
て
、
今
年
の
９
月
は

特
に
面
白
い
時
期
で
し
た
。
一

週
間
の
間
に
、
日
本
と
ド
イ
ツ

で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
選
挙
は
来
年
の
予

定
で
し
た
が
、
最
近
連
邦
参
議

院
で
野
党
が
得
票
数
の
多
数
を

取
っ
た
た
め
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
連

邦
首
相
が
６
月
に
連
邦
議
会
を

解
散
。
ド
イ
ツ
で
連
邦
議
会
を

解
散
す
る
に
は
、
ま
ず
首
相
は

連
邦
議
会
の
全
員
に
信
任
を
問

わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
解

散
し
た
い
シ
ュ
レ
ー
ダ
首
相
は
、

自
分
の
党
と
相
談
し
、
信
任
を

必
ず
拒
否
す
る
よ
う
に
頼
み
ま

し
た
。
政
治
的
な
策
略
で
し
た

ね
。
連
邦
議
会
が
信
任
を
拒
否

し
て
か
ら
、
連
邦
大
統
領
は
連

邦
首
相
の
提
案
に
基
づ
き
、
連

邦
議
会
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
マ
ス
コ
ミ
報
道

に
よ
り
、
今
年
の
選
挙
活
動

は
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

首
相
と
野
党
首
相
候
補
者
の

「
Ｔ
Ｖ
決
闘
」
も
ラ
イ
ブ
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
選
挙
報
告
は
、
だ
い

た
い
ま
じ
め
で
す
ね
。
で
も
、

私
は
当
日
「Senkyo W

ars

」

と
い
う
番
組
を
見
ま
し
た「Star

W
ars

」の
テ
ー
マ
を
使
い
、
楽

し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
は
逆
で
す
。
選
挙
前
に
メ

デ
ィ
ア
が
毎
日
政
治
家
を
か
ら

か
い
ま
す
が
、
選
挙
の
日
は
冗

談
が
な
く
、
重
大
に
選
挙
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
ド
イ
ツ
の
選
挙
制
度
◆

　

と
こ
ろ
で
…
新
し
い
ド
イ
ツ

の
連
邦
首
相
は
だ
れ
に
？　

何
政
党
が
最
も
得
票
数
を
も
ら

い
ま
し
た
か
？　

答
え
を
は
が

き
に
書
い
て
市
役
所
く
ら
し
の

支
援
課
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
り
ま
す
よ
！

　
「
１
人
で
食
べ
る
よ
り
、
２

人
の
方
が
お
い
し
い
」「
１
人

で
作
る
よ
り
、
２
人
の
方
が
楽

し
い
」
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

料
理
に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、

人
生
に
豊
か
さ
が
加
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
参
加
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
た
出
会
い
が
、
新
た
な
地
域

づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
も
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

国
際
交
流
員
リ
ッ
ヒ
タ
ー
・

ア
ド
リ
ア
ネ
さ
ん
に
よ
る
、
ド

イ
ツ
の
美
味
し
い
話
を
聞
き
な

が
ら
、
ド
イ
ツ
の
家
庭
料
理
と

お
酒
に
合
う
料
理
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

夫
婦
で
、
お
友
達
で
、
ご
家

族
で
…
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

保
育
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
の

で
、
子
育
て
中
の
方
に
も
安
心

し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
会
場

　

北
守
谷
公
民
館
２
階
調
理
室

▼
内
容

　

 

ド
イ
ツ
の
家
庭
料
理
と
お
酒

に
合
う
料
理

▼
講
師

　

国
際
交
流
員

　

リ
ッ
ヒ
タ
ー
・
ア
ド
リ
ア
ネ
氏

▼
対
象

　

 

市
内
在
住
の
成
人　

９
組
18
名

※
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選

※
男
女
ペ
ア
で
申
し
込
む

▼
参
加
費

　

１
人　

１
０
０
０
円

※
材
料
代

▼
申
込
方
法

　

 

11
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
又
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　

 

市
役
所
く
ら
し
の
支
援
課

男
女
共
同
参
画
Ｇ

　

内
線
１
３
２
・
１
３
３

　
　

45
―
６
５
２
６

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
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室内温水プール無料開放

◎陸上競技場 プログラム （ 雨天の場合、プログラムの一部は
中止となることがあります）

　市民の健康づくりと交流、親睦を深めることを
目的に、各種スポーツ大会をはじめ、だれもが気
軽に参加できる生涯スポーツの体験コーナーなど
を用意しています（下表参照）。模擬店やフリー
マーケットなども出店していますので、ぜひ、ご
家族やお友達とお越しください。

時　　　間 内　　　　　　　　　　　容 受　　付 対　　象
9 ：00 ～  9：45 　開会セレモニー － 市　民
  9：45 ～ 10：00 　市内小学校リレー大会　予選　（男女混合 4× 100mリレー） － 小学生
10：00 ～ 10：15 　市内中学校リレー大会　決勝　（男女別 4× 100mリレー） － 中学生
10：20 ～ 10：25 　市内小学校リレー大会　決勝　（男女混合 4× 100mリレー） － 小学生
10：45 ～ 12：15 　市スポーツ少年団交流大会　（400m走、4× 100mリレー） － スポ少
12：40 ～ 13：00 　市民綱引き選手権　（小学生の部、一般の部） 事前・当日 小学生以上
13：30 ～ 15：30 　目指せ！北京オリンピック（80m、走り幅跳び、ハンドボールスロー） 事　前 小学生以上
◎総合体育館

  9：30 ～ 12：30
　キンボール体験コーナー　（新感覚のスポーツ） 

事前・当日 小学生以上　トランポリン体験教室（普通のジャンプの数倍の滞空時間を体験）
　バウンドテニス体験教室（テニスと同じルールで楽しめます）

  9：30 ～ 12：30
　健康測定コーナー　（骨年齢、体成分測定）

事　前
18 歳以上

13：30 ～ 15：30 事前・当日

13：30 ～ 15：30
　卓球教室（講師：四

よつもと

元奈
な お み

生美プロ）
　※  9/25 発行の広報もりやおしらせ版で卓球教室の対象に誤りがありました。お詫びします。

対象は小学生以上となります。
事　前 小学生以上

◎屋内温水プール
9：30 ～ 17：00 　市民無料開放（受付は 16：00 まで） 当　日 市　民

◎野球場
10：00 ～ 14：20 　市長杯ソフトボール大会準決勝・決勝戦 － 市　民

14：30 ～ 16：00 　チャレンジソフトボール（ホームラン競争・遠投コンテスト等） 当　日 小学生以上

◎テニスコート
8：30 ～ 17：00 　市民ソフトテニス大会（中学生から大人まで、幅広い年齢層が参加） 事　前 中学生以上

◎自由広場

9：30 ～ 12：00

13：00 ～ 16：00

　 スポーツゲーム体験コーナー（ストラックアウト・キックターゲ
ット・フライングディスク・輪投げ・ペットボトルボウリング）

当　日 市　民

　ペタンク・グラウンドゴルフ体験教室 当　日 市　民
10：00 ～ 12：00 　少年ラクビー親善試合 － 体　協
9：30 ～ 15：30 　フリーマーケット、模擬店 － －
◎ゲートボール場

9：30 ～ 12：00
　歩け歩けの会（会場をスタート・ゴールとして6～ 7km程度歩く） 事前・当日 小学生以上
　ゲートボール体験教室　 当　日 市　民

13：00 ～ 16：00 　小・中学生ハンドボール親善試合 － 小学生以上

　当日は、総合体育館の室内プールを午前９時～午後５時まで無料開放します。このチャンスにぜひ
ご利用ください（ロッカー代100円は別途必要となります）。

▼開催日　10月23日（日）

▼会　場　常総運動公園

▼主　催　守谷市

▼問合先　市役所生涯学習課スポーツG　内線272

守谷市野木崎4700番地

※事前受付は 10月 14日締め切り　※総合体育館で行う体験教室には体育館シューズを持参願います



▼会　場　中央公民館
　◎館　内
　●午前９時～午後３時
　　手編みセーター展示、子ども会作品展示
　●午前９時～午後３時
　　創作屋台コーナー
　◎館　外
　●午前10時～
　　 ちびっこいちば、おまつりマーケット、模擬
店（大判焼き、じゃがバター、手打ちそば、
焼きそば、フランクフルト、ポップコーンほ
か）、なつかしの駄菓子コーナー

守谷中

黒内小
駐車場

車
両
通
行
止
め

車
両
入
口

国
道
２
９
４
号

銀
行

守
谷
地
区
交
番

上下水道
事務所

天
神

会
場

都市軸道路

至取手

至水海道

守
谷
駅

北園ふ
れ
あ
い
道
路

▼

▼

▼
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生涯学習推進フェスティバル生涯学習推進フェスティバル生涯学習推進フェスティバル生涯学習推進フェスティバル生涯学習推進フェスティバル
 「豊かな心をつなぐ生涯学習」をテーマに、生涯学習推進フェスティバルと
子どもまつりを同時開催します。皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場くだ
さい。

子どもまつり同時開催子どもまつり同時開催！！子どもまつり同時開催！！

▼日　時　10月30日（日）午前9時～午後3時

▼内　容　
　◎ホール
　●午前９時30分～
　　生涯学習推進フェスティバル開会セレモニー
　●午前10時～
　　サークル発表
　●正午～
　　ラッキープレゼント抽選会
　●午後1時～
　　人形劇
　●午後１時40分～
　　マジック・ジャグリング
　●午後２時30分～３時
　　 ビンゴゲーム（ビンゴカードは、午後０時45
分から館内で配布）

▼主　催　 守谷市生涯学習推進本部、守谷市生涯
学習推進協議会、守谷市子ども会育成
連合会

▼問合先　市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
　　　　　　　内線277・278

※雨天時、黒内小学校駐車場はご利用できません

会場案内図会場案内図

　生涯学習推進フェスティバル・子どもまつ

り開催に伴い、「やまゆり号」のみずき野ル

ートの一部便が中央公民館停留所に止まり

ませんのでご注意ください。

▼運休日　10 月 30 日（日）

▼運休便　みずき野ルート
中央公民館発時刻

　　　　　10：02、13：02、14：02、15：02

▼問合先　関東鉄道（株）水海道営業所
　　　　　☎ 22-0452

守谷市コミュニティバス
「やまゆり号」「やまゆり号」
（中央公民館停留所）

臨時運休臨時運休ののお知らせお知らせ



25 広報もりや2005.10.10

催　し　物 期　　　日 時　　間 発　表　者 運　営

菊　 花　 展 10 月 31 日（月）～
　 11 月 11 日（金） 9：00 ～ 17：00 文化協会会員及び一般公募 文化協会

園芸部会

美術展Ⅰ期 11 月６日（日）～
　　　　13 日（日）

9：00 ～ 17：00
（13日は14：00まで）

一般公募（予定展示サークル：木版画クラブ・
きりえサークル・守谷ペインティングクラ
ブ・拓本表装講座・ぐるーぷほびー・守谷
ひょうたんクラブ・ガラスの妖精たち・
書風の会・サークルアート・山ゆり俳
句会・フォトクラブ写遊・あしかび・手編
教室・書道クラブ　個人（写真・手芸・書道）

市役所生
涯学習課

美術展Ⅱ期
11 月 14 日（月）～
　　　　20 日（日）

9：00 ～ 17：00
（20日は14：00まで）

文化協会会員（予定展示サークル：拓本同
好会､パレット､写友ふれあい､フォトサ
ークル悠遊 ､日本教育書道芸術院守谷支
部､守谷書道愛好会､俳画クラブ､アトリ
エ絵我楽､染色のばら､アトリエキャンバ
ス、陶芸８団体、書道個人）

文化協会
展示部会

美術展Ⅲ期
11 月 22 日（火）～
　　　　27 日（日）

9：00 ～ 17：00
（27日は15：00まで）

文化協会会員（予定展示サークル：クラ
ブイーゼル、守谷フォトクラブ、泉水墨画
サークル、SHARAKU、フォトクラブ欅 ､一
彩会、陶芸９団体、絵画・水墨画個人）

生 花 展 11 月９日（水）～
　　　　13 日（日）

9：00 ～ 17：00
（13日は14：00まで） 文化協会会員 文化協会

華道部会生花体験コーナー
（生花展会場にて） 11 月 12 日（土）

第 1回目 10：00 ～
第 2回目 13：00 ～

来場者自由参加（各回 20 名定員、
先着順、無料、持ち物不要）

お 茶 会
11 月６日（日）・
　　　　20 日（日）

10：00 ～ 14：30
（予　定）

来場者自由参加（６日：武者小路千家、
20日：裏千家・大和遠州流）

文化協会
茶道部会

若 い 芽 の
コンサート 下記に掲載 文化協会

音楽部会

芸 能 祭 下記に掲載 文化協会
芸能部会

行ってみよう！行ってみよう！　

▼期間：10月31日（月）～
　　　　　11月27日（日）

▼会場：中央公民館
  （菊花展は、市役所中庭）

第4回第4回若い芽のコンサート若い芽のコンサート
  in MORIYAin MORIYA

芸　能　祭芸　能　祭芸　能　祭芸　能　祭芸　能　祭

▼日　時　11月23日（水）　　　　　　　　　　
　　　　　午前９時～午後５時30分予定

▼会　場　中央公民館　ホール

▼内　容　守谷市文化協会芸能部会の会員による
　　　　　 民謡、舞踊、箏

そう
曲、尺八、太極拳など

の披露
※入場無料（お気軽にお出かけください）　

●主　催　第29回芸術祭実行委員会

●問合先　市役所生涯学習課生涯学習Ｇ内線277
※ 中央公民館へはコミュニティバス「やまゆり
号」や路線バスをご利用ください。守谷駅西口
から徒歩で、守谷地区交番の前を通り、およそ
10分です

▼日時　11月20日（日）
　　　　開場：午後１時30分　開演：午後２時

▼場所　中央公民館　ホール

▼内容　 若い人たちによるヴァイオリン・ピア
ノ・フルート・箏・尺八の演奏

※「第4回若い芽のコンサート」にたくさんの
ご応募をいただきありがとうございました｡選
考の結果、今回の出場者は次の方々に決まりま
したのでお知らせします｡
　ヴァイオリン：植

うえだ
田帆

ほな み
南

　ピアノ： 相
あいざわ
澤悠

ゆ き
紀、小

お ば ら
原美

み さ と
里、金

かねもと
本麻

ま り
里、

木
きむら
村理

り さ
佐、五

こ い ぶ ち
位渕雪

ゆき
乃
の
、佐

さと う
藤文

ふみ か
香、

月
つきおか
岡優

ゆう
、中
なかにし
西花

かお り
織、星

ほし
香
か お り
於里、渡

わたなべ
辺

拓
たく み
未

　フルート：東
とうがさき
ヶ崎初

はつ ね
音

　　箏
そう

　：澤
さわだ
田友

ゆ か
香、中

なかじま
島裕

やすひろ
康

　尺　八：樋
ひぐち
口景

けい こ
子　　　（順不同・敬称略）

※入場無料（お気軽にお出かけください）
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
適
切
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
、
防
災
・
防
犯
の
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時
・
内
容　

12
月
７
日（
水
）「
火
事
・

地
震
の
対
応
な
ど
」、
12
月
８
日（
木
）

「
犯
罪
の
発
生
状
況
と
そ
の
対
応
策
」

（
２
日
間
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分

▼ 

会
場　

中
央
公
民
館　

２
階
講
座
室

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼ 

募
集
人
数　

30
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

講
師　

守
谷
消
防
署
及
び
守
谷
交
番
職
員

▼
費
用　

無
料

▼ 

申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

11
月
11
日（
金
）
午
後

５
時
ま
で

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
G　

内
線
２
７
４

　

最
近
、
家
庭
で
あ
ま
り
作
ら
れ
な
く

な
っ
た
太
巻
き
寿
司
。
見
て
楽
し
い
、
食

べ
て
美
味
し
い
伝
統
の
味
と
技
を
学
ぼ
う
。

▼ 

内
容　

バ
ラ
や
椿
な
ど
の
太
巻
き
寿
司

を
作
る

▼ 

日
時　

11
月
29
日（
火
）午
前
10
時
〜
午

後
１
時
30
分
予
定

▼
会
場　

郷
州
公
民
館　

調
理
室

郷
州
公
民
館　

 

太
巻
き
寿
司
作
り
教
室

▼
対
象　

市
内
在
住
の
成
人
の
方

▼ 

募
集
人
数　

18
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

川か
わ
の野
泰や
す
こ子
氏

▼
費
用　

材
料
費
１
３
０
０
円
〔
巻
き
す

（
大
）
込
み
〕

▼ 

申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

11
月
11
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
G　

内
線
２
７
４

　　　　　
▼
期
日
・
内
容

①
11
月
８
日
（
火
）

　

架
空
請
求
や
催
眠
商
法
な
ど
の
悪
質
商

法
の
見
極
め
方
と
対
処
法
や
、
最
近
の
消

費
者
問
題
な
ど

②
11
月
19
日
（
土
）

　

中
学
生
・
高
校
生
向
け
の
若
者
を
ね
ら

う
悪
の
手
口
と
対
処
法
（
携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
落
と
し
穴
・
有
料
サ
イ

ト
の
思
わ
ぬ
請
求
や
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

電
話
勧
誘
な
ど
）

▼ 

時
間　

①
、②
と
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場　

郷
州
公
民
館　

会
議
室

▼
対
象　

中
学
生
・
高
校
生
以
上
の
市
内

　

在
住
の
方

▼
募
集
人
数　

35
名

▼ 

講
師　

①
、
②
と
も
消
費
生
活
セ
ン
タ

　

ー
講
師　
　
　

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼ 

申
込
締
切
り　

10
月
31
日
（
月
）
午
後

　

５
時
ま
で

▼
申
込
・
問
合
先　

郷
州
公
民
館　

☎
48

　
―
６
７
１
１

▼
日
時　

11
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時

　

守
谷
駅
東
口
広
場
前
集
合
、
午
後
４
時
解
散

▼
行
き
先　

東
京
都
台
東
区
浅
草
周
辺
及

　

び
Ｔ
Ｘ
守
谷
駅
構
内

▼
対
象　

守
谷
・
黒
内
小
学
校
通
学
区
域

　

在
住
の
成
人
の
方

▼
募
集
人
数　

20
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師　

台
東
区
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

　

び
市
職
員

▼
費
用　

３
０
０
０
円
程
度
（
交
通
費
、

　

昼
食
代
、
保
険
代
な
ど
）

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

 

名
・
年
代
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記

入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

10
月
25
日
（
火
）
必
着

▼ 

申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館　

〒
３

　

０
２
―
０
１
１
０　

守
谷
市
百
合
ケ
丘

　

２
―
２
５
４
０
―
１  

☎
48
―
６
７
３
１

▼ 

日
時　

11
月
８
日
（
火
）
午
前
８
時
20

分
大
野
小
学
校
西
側
校
門
集
合
、
午
前

８
時
30
分
出
発

▼ 

行
き
先　

埼
玉
県
川
越
市
（
市
立
博
物

館
、
喜
多
院
、
菓
子
屋
横
丁
ほ
か
を
予
定
）

▼ 

対
象　

大
野
小
学
校
通
学
区
域
在
住
の

成
人
の
方
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

他
区
域
の
方
も
抽
選
で
受
け
入
れ
）

▼
募
集
人
数　

40
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
費
用　

３
５
０
０
円
程
度
（
入
館
料
、

　

昼
食
代
な
ど
）

▼
交
通　

市
有
大
型
バ
ス
利
用

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

10
月
25
日
（
火
）
午
後

　

５
時
ま
で

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
G　

内
線
２
７
４
（
大
野
地
区

公
民
館
運
営
協
力
員
の
方
へ
の
申
し
込

み
も
可
）

郷
州
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画
事
業

 

ア
ノ
手
コ
ノ
手
の
悪
質
商
法

 

も
う
、だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！

「
安
心
生
活
な
る
ほ
ど
講
座
」

守
谷
地
区
公
民
館

  

歴
史
講
座
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

「
Ｔ
Ｘ
開
業
・
歩
い
て
み
よ
う
！ 

  

浅
草
探
訪
」

大
野
地
区
公
民
館
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

 

移
動
教
室

「
小
江
戸
川
越
の

      

歴
史
と
文
化
を
探
る
」

   
   

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
！！

中
央
公
民
館

 
防
災
・
防
犯
講
座
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俳　

壇  　

 

（
九
月
例
会
）

● 学びの里は、月曜日が祝日にあたる場合は、開館し、
翌日を休館とします。

 項　目 内　　　　　容  項　目 内　　　　　容

午前９時～午後９時（公民館は、午後
５時以降使用予定のない日は、午後５
時閉館。学びの里は、午後７時以降使
用予定のない日は、午後７時閉館）

公民館は、毎月第３月曜日。学びの里
は、毎週月曜日。両館とも年末年始。
そのほか臨時休館する場合があります。

公民館各部屋･･･使用日の２か月前～
※午後５時以降のご利用は、２日前
（土・日曜日・祝日・休館日にあたる場
合は、直前の業務日）までに使用許可
を受けてください
中央公民館ホール･･･市内団体は、使用
日の４か月前～
（申請は準備の都合上お早めにお願いします）
学びの里各部屋･･･使用日の２か月前～
（当日受付は、平日のみ。土・日・祝日
及び午後７時以降のご利用は３日前、
宿泊でのご利用は５日前までに使用許
可を受けてください）

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

午前９時30分～午後４時30分
公民館の
図 書 室
開室時間

公民館の
図 書 室
休 室 日

10月は、毎週月曜日以外に、11・28日
です。11月は、毎週月曜日以外に４・
24・30日が休室となります

介か
い
ご
し

護
師
の
言こ
と
ば葉
や
さ
し
く
秋あ
き

に
入い

る

 

荒あ
ら
か
わ川　

す
ぎ

力ち
か
ら

無な

き
子こ

蟷か
ま
き
り螂
が
首く
び

を
振ふ

り

 

安あ
ん
ど
う藤　

克か
つ
じ治

闇や
み

迫せ
ま

る
ベ
ン
チ
に
ひ
と
つ
捕ほ
ち
ゆ
う
も
う

虫
網

 

飯い
い

田だ

万ま

り

こ
里
子

打う
ち
み
ず水
や
食し
ょ
く
じ
ど
こ
ろ

事
処
の
名な

は
「
つ
く
ば
」

 

飯い
い
ぬ
ま沼　

信の
ぶ
こ子

ひ
と
と
き
を
舞ま
い

に
み
と
れ
る
夏な
つ

の
蝶
ち
ょ
う

 

池い
け
だ田　

愛あ
い
こ子

墓ぼ

し誌
に
あ
る
童ど
う
じ
ょ女
三さ
ん
さ
い才
盆ぼ
ん

の
風か
ぜ

 

池い
け
だ田　

幸さ
ち
こ子

蝉せ
み

し
ぐ
れ
自じ
ぶ
ん分
さ
が
し
の
小こ
は
ん
に
ち

半
日

 

井い

だ田　

春は
る
え江

向ひ
ま
わ
り

日
葵
に
蔭か
げ

を
も
ら
い
て
一い
っ

服ぷ
く

す

 

内う
ち
だ田
百ゆ

り

こ
合
子

夏な
つ
き
く菊
の
白し
ろ

さ
が
可か
れ
ん憐
小こ
ば
な輪
か
な

 

貝か
い
づ
か塚
み
ど
り

太た
い
よ
う陽
に
届と
ど

く
届と
ど

く
せ
み
の
こ
ゑ

 

貝か
い
づ
か塚　

百も
も
こ子

走そ
う
ま馬
燈と
う

父ふ

ぼ母
の
齢よ
わ
いに
届と
ど

き
た
り

 

川か
わ
し
ま島　

英ひ
で
お
み臣

勝か
っ
て
ぐ
ち

手
口
夏な
つ

の
野や
さ
い菜
に
ふ
さ
が
り
ぬ

 

木き
や
ま山　

杣そ
ま
じ
ん人

ひ
ま
わ
り
の
み
な
う
つ
む
き
て
夏な
つ

の
果は

て

 

栗く
り
は
ら原
謙け
ん

一い
ち
ろ
う郎

木こ
も
れ
び

洩
日
の
ゆ
れ
て
涼す
ず

し
き
詣も
う

で
道み
ち

 

小こ
ぬ
き貫　

久ひ
さ
こ子

新し
ん
り
ょ
う
涼
を
ひ
ろ
ふ
癒い
や

し
の
神か
み

の
杜も
り

 

小こ
ば
や
し林　

洋よ
う
せ
い正

蜩ひ
ぐ
ら
しや
風か
ぜ

の
行ゆ
く
え方
を
読よ

ん
で
い
る

 

斎さ
い
と
う藤　

和か
ず
こ子

さ
る
す
べ
り
真ま
っ
か赤
に
も
え
て
咲さ

き
ほ
こ
る

 

佐さ

が賀
啓け
い

三ざ
ぶ
ろ
う郎

空そ
ら

無む
げ
ん限
赤あ
か

く
大お
お

き
な
桃も
も

を
捥も

ぐ

 

下し
も
む
ら村
ア
サ
子こ

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（第３月曜日及び祝日は除く）
※中央公民館 ☎48-6731　　　45-8003
※郷州公民館 ☎48-6711　　　46-0310
※高野公民館 ☎45-5411　　　20-6311
※北守谷公民館 ☎47-0111　　　47-0112
※もりや学びの里  ☎48-0525

利用受付：市役所くらしの支援課 ☎45-1111 内線134
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としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
　パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

10月の児童テーマ棚
「 たべる 」

　読書の秋がやってきました。10月 30

日（日）から 11 月 13 日（日）まで、

中央図書館では毎年恒例の「図書館まつ

り」を開催します。

　図書館で不用となった本や雑誌などを

お配りするリサイクルブックフェアをは

じめ、映画会やおはなし会、朗読会、工

作教室など、イベントは盛りだくさん。

お子様はもちろん、大人の方でも楽しめ

ます。

　皆さんお誘いあわせの上、どうぞお気

軽にご来館ください。

「有料」の記載があるもの以外は、すべ
て無料の行事です。

展示会「図書館資料の保存」
　図書館にはたくさんの本があります。これ
らは時間の経過とともに劣化していく運命に
あります。しかし、少しでも本を、そして、
その情報を長く利用できるように、図書館で
は様々な方法で対策を行っています。その様
子をパネルにて展示します。▲

期　　間　10月30日（日）～11月13日（日）▲

会　　場　中央図書館　休憩コーナー

映画会「ＨＡＺＡＮ」（16ミリ
フイルム）

▲
日　　時　10 月 30 日（日）午後 2時～ 4時▲
会　　場　中央図書館　視聴覚室▲

定　　員　60 名（当日先着順）
※定員を超えた場合は立ち見となります▲

上映作品　「ＨＡＺＡＮ」（上映時間 108 分）
監督：五

い が ら し
十嵐匠

たくみ
監督

出演：榎
えのき
木孝

たかあき
明、南

みなみ
果
か ほ
歩ほか

　茨城県が生んだ日本を代表する陶芸
家・板谷波山の生涯を綴る。
　貧困に苦しみながらも自らの作品には
一切の妥協を許さず理想の作品を目指す
板谷波山を榎木孝明が演じる。また、芸
術家としての情熱にあふれる夫を気丈に支
え続ける妻を南果歩が演じる。
 　監督は「地雷を踏んだらサヨウナラ」
「みすゞ」の五十嵐匠。

手袋の人形作り講習会

▲

日　　時　11月3日（木）
　　　　　　午後1時30分～3時30分▲

会　　場　中央図書館　集会室1▲

内　　容　たまごをだいたニワトリさん▲

材 料 費　300円（当日徴収）▲

持 参 品　裁縫道具▲

定　　員　20名（超過の場合抽選）▲

対　　象　小学5年生以上の方▲

申込方法　 10月23日（日）までに直接、又は
電話で中央図書館へ申し込む▲

協　　力　図書館と歩む会

朗　読　会

▲

日　　時　11 月 3 日（木）午後 1時～ 3時▲

会　　場　中央図書館　視聴覚室▲

内　　容　「かわいい笑い」「うた　時計」
　 「小景」「予感」「見知らぬ隣人」
　「いちょうの実」「男と女の仲」
　「からまつ」「むじな」など▲

協　　力　朗読ボランティアコスモス

図書館まつりのお知らせ図書館まつりのお知らせ図書館まつりのお知らせ
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リサイクルブックフェア（有料）

▲

日　　時　11 月 5 日（土）午前10時～午後4時▲

会　　場　中央図書館　視聴覚室ほか▲

対　　象　市内在住・在勤・在学の方▲

配布資料　一般書・児童書・雑誌▲

配布冊数　お一人様 15 冊以内▲

料　　金　1冊 100 円
お 願 い
　●小銭のご用意にご協力ください
　●お持ち帰り用の袋をご持参ください
　● お持ち帰り後の返品・交換は一切お断り
します

リサイクルブックフェア（無料）

▲

日　　時　11 月 6 日（日）午前10時～午後4時▲

会　　場　中央図書館　視聴覚室ほか▲

対　　象　市内在住・在勤・在学の方▲

配布資料　一般書・児童書・雑誌▲

配布冊数　 お一人様図書・雑誌をそれぞれ
5冊以内▲

料　　金　無料
お 願 い
　● 当日先着順のため、用意した資料がなく
なり次第終了します

　●お持ち帰り用の袋をご持参ください

おはなし会（お話まつぼっくり）

▲

日　　時　11月12日（土）午前11時～11時30 分▲

会　　場　中央図書館　おはなしのへや▲

内　　容　パネルシアター
　「ふしぎなポケット」「さるかに合戦」

　　　　　　絵本
　「かお かお どんなかお」
　「やまこえ のこえ かわこえて」

　　　　　　手遊び
　　「ブラウンさんとブラックさん」など

おはなし会（おはなしクラブわらべ）

▲

日　　時　11 月 12 日（土）午後 2時～ 3時▲

会　　場　中央図書館　おはなしのへや▲

内　　容　人形劇、絵本、工作など

　おはなし会は、主に小さなお子様向け（３
歳～小学校低学年）の内容となりますが、そ
れ以外の方でもお楽しみいただけます。お気
軽にご参加ください。
　この他、現在、中央図書館で行っている「読
み聞かせボランティア養成講座」の受講生に
よるおはなし会も予定しています。詳しくは、
中央図書館までお問い合わせください。

木の葉で作ろう

▲

日　　時　11 月 12 日（土）午後 1時～ 2時▲
会　　場　中央図書館　児童フロア▲
内　　容　秋の木の葉を使って簡単な工作

　　 をしてみましょう▲

定　　員　30 名（当日先着順）▲

協　　力　ヴェルデ

おはなし会（としょかん）

▲

日　　時　11 月13日（日）午後2時～2時30 分▲

会　　場　中央図書館　おはなしのへや▲

内　　容　ブラックパネルシアター
  「お星さまたべちゃった」

　　　      絵本、紙芝居など

※ 申込及び問い合わせは、中央図書館へお願
いします

※昨年の図書館まつりの様子がホームページ
でご覧いただけます

文化団体の皆さんへ
　美術・音楽・演劇・伝統文化などの分野で
活動しているアマチュア文化活動団体を対象
に、自主的に行う活動成果発表などの事業費
の一部を助成する、財団法人などの文化活動
助成事業があるのをご存知ですか。
　市民の皆さんへの音楽会を計画しているな
どの文化団体の皆さん、ぜひ、お問い合わせ
ください。

▼問合先　市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
            　内線 277

10・11月の休館日
毎週月曜日、10/11（火）、10/28（金）、
11/4（金）、11/24（木）、11/30（水）
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TX A
アヴ ェ ニ ュ ー

VENUE に守谷すたいるオープン

（９／ 15　ＴＸ守谷駅）

市民手作りの守谷発信基地
　ショップやフードコートなど 14 店舗の複合商
業施設「TX AVENUE守谷」が、ＴＸ守谷駅にオー
プンした。
　その中に、市民出資により設立されたまちづく
り会社「守谷すたいる」も出店。創業第一弾とし
て「守谷スイーツ＆物産館」を開設し、市民手作
りによる守谷の賑

にぎ

わい創出を目指す。

パパのためのパン作り教室（９／３　郷州公民館）

愛情込めて家族サービス
　郷州公民館では、男性を対象にしたパン作り
教室が開催された。
　参加したお父さんたちは、慣れない手つきな
がら、おいしそうなバターロールやピザを一生
懸命作っていた。

中学生議会傍聴（９／13　議場）

行政や議会をより身近に
　９月２日～16日に開催された市議会定例会の
一般質問を、守谷中学校の３年生34名が、選択
社会の授業の一環で傍聴した。これは、将来を
担う子どもたちに、行政や議会の活動を伝え、
興味を持ってもらうため、市議会が実施したもの。
　生徒たちは、市議会議員の一般質問に対し、
傍聴席から熱心に耳を傾けていた。
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話し方教室（９／16・27・10／７　中央公民館）

話し上手で印象アップ
　中央公民館では、ＦＭラジオのパーソナリ
ティー・水

みず い

井美
み さ

佐氏を講師に招いて、話し方教室
が開催された。
　参加者した 21 名の方たちは、発音するときの
口の開き方や、腹式呼吸の仕方など実践を交えな
がら学んでいた。

市民硬式テニス大会（９／18　常総運動公園）

熱戦を制したのは…
　　【男子】参加ペア数　30組
　　　•優　勝　　樋口・小室（TC-J）
　　　•準優勝　　大道・斎藤（あじかん）
　　【女子】参加ペア数　９組
　　　•優　勝　　尾花・高橋（守谷TC）
　　　•準優勝　　中村・堀（守谷TC）

市民軟式野球大会

（９／ 4・11・18　大利根運動公園・常総運動公園）

今年の勝者は！？
　３日に渡って開催された市民軟式野球大会。17
チーム中、見事優勝に輝いたのは「明治乳業」。
おめでとうございます。
　　　　　•優　勝　　明治乳業
　　　　　•準優勝　　ジャニーズ
　　　　　•３　位　　Ｂ・Ｔ・Ｂ
　　　　　　　　　　　スティンガー

敬老会（９／ 18　常総運動公園）

これからも元気な笑顔を
　長く社会に貢献された高齢者を敬うため、市と
実行委員会が共催で敬老会を開催。市内に住む70
歳以上の方、約4,600名が招待された。
　会場では、津軽三味線の演奏や郷土芸能
「ひょっとこ踊り」のほか、出前サロン・老人ク
ラブなどによる演芸の発表が行われ、会場は高齢
者の方々の笑顔で大いに賑わった。



ちちょっといい緑　み～つけたちょっといい緑　み～つけた

スポーツ・文化活動を奨励します
　市では、県の代表として全国大会以上の
競技会や、全国規模以上のコンクールなど
に参加する方に、奨励金を交付します。
　詳細は、市役所生涯学習課スポーツＧ
（内線272）までお問い合わせください。
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み ん な の ひ ろ ば

　鋭いトゲがあるため、ちょっと敬遠されがちで
すが、清

せいそ

楚な中にも力強さを感じる花です。
　日本だけでも60種類近くあり、この辺の乾いた
草地で見られるのは、ほとんどが春に咲くアザミ
と、秋に咲くノハラアザミです。　（ヴェルデ）

アザミ

国際・全国大会出場者紹介国際・全国大会出場者紹介
平成17年度全国高等学校総合体育大会

市立柏高校

清
しみず

水沙
さ お り

央里さん
（久保ケ丘３）

日本陸上競技選手権大会
日本学生陸上競技対校選手権大会
織田幹雄記念国際陸上競技大会
（ハンマー投）

高
たかやま

山裕
ゆ り

梨さん
（薬師台５）

弓
ゆ げ

削博
ひろ こ

子さん
（みずき野８）

菊
きくち

地結
ゆ か

花さん
（清水）

塚
つかもと

本博
ひろ き

樹さん
（けやき台１）

信
し だ

太弘
ひろ き

樹さん
（けやき台１）

2005年世界サブ
ジュニアパワーリフ
ティング選手権大会

アクト情報ビジネス専門学校伊奈高校

ソフトテニス競技

桐蔭学園高校

鈴
すずき

木崇
たかふみ

文さん
（けやき台３）

バスケットボール競技 サッカー競技バレーボール競技

土浦日大高校

鹿
か の

野抄
しょうこ

子さん
（前原）

市立柏高校

菊
きくち

地新
しんぺい

平さん
（清水）

市立柏高校

飯
いいづか

塚美
み か

香さん
（原）

中京大学

小
こたけ

竹久
く み こ

美子さん
（御所ケ丘５）

第22回全国家庭
婦人剣道大会

第14回全国専門
学校バレーボール
選手権大会

第13回日・韓・中
ジュニア交流競技会
（ハンドボール）

平成17年度U-16日・
韓スポーツ交流大会
（ハンドボール）

常総学院高校藤代紫水高校

及
おいかわ

川友
とも み

美さん
（清水）

堀
ほりこし

越大
たい し

史さん
（土塔本町）

西
にしかわ

川哲
てっぺい

平さん
（久保ケ丘４）

茗渓学園中学 仁 武 館

第30回全日本選抜少年剣道個人錬成大会

第10回全国私立高校選抜
バドミントン大会

茗渓学園高校（左から）

秋
あきもと

元拓
たくや

哉さん、沖
おき

賢
けんぞう

三さん、
中
なかやま

山恵
けいすけ

介さん

第40回全日本少年剣道錬成大会
第35回全国中学校剣道大会

市
立
柏
高
校

田た
な
か中
令れ
い
じ司
さ
ん
（
み
ず
き
野
６
）

第40回記念大会



大分県

大村市

長崎市

長
崎
空
港

長
崎
県

■
投
稿
方
法　

携
帯
電
話
で
写

真
を
撮
り
、
モ
バ
イ
ル
も
り

や
！
（
市
役
所
の
携
帯
電
話
サ

イ
ト
）
内
の
「
投
稿
ひ
ろ
ば
」

へ
ア
ク
セ
ス
し
、
投
稿
す
る

http://w
w
w
.city.m

oriya.
ibaraki.jp/i/hiroba

■
問
合
先　

市
役
所
秘
書
課　

内
線
３
２
３
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長
崎
県
大
村
市
。
長
崎
県
の

空
の
玄
関
口
で
あ
る
長
崎
空
港

（
日
本
発
の
海
上
空
港
）
が
あ

り
、
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
た
、
人
口
約
９
万
人
の
地

方
都
市
、
そ
こ
が
私
の
ふ
る
さ

と
で
す
。

　

眼
下
に
大
村
湾
を
臨
み
、
背

後
に
多
良
山
系
を
い
た
だ
く

風
光
明
媚
な
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
歴
史
が
あ
り
、

自
然
が
あ
り
、
海
の
幸
、
山
の

幸
と
食
材
に
恵
ま
れ
、
と
て
も

住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
月
末
か
ら
６
月
い
っ
ぱ
い

は
花
一
色
で
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
か
ら
始
ま
り
、
フ
ジ
、
ツ
ツ

ジ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
、
ア
ジ
サ
イ
と
続
き
、
特

に
桜
と
菖し
ょ
う
ぶ蒲
は
最
高
で
す
。
大

村
公
園
の
桜
は
、
「
全
国
さ
く

ら
百
選
の
地
」
に
選
ば
れ
、

２
０
０
０
本
の
桜
が
公
園
一
体

を
ピ
ン
ク
に
染
め
て
し
ま
い
ま

す
。
昼
の
桜
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
夜
桜
は
、
一
見
の
価
値

あ
り
で
す
。
こ
の
桜
の
中
に
天

然
記
念
物
「
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク

ラ
」
が
あ
り
ま
す
。
花
び
ら
が

60
〜
２
０
０
枚
に
も
及
び
、
優

雅
な
色
合
い
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

か
ら
「
里
中
桜
の
名
花
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
菖
蒲
園
は
、
西
日
本
随
一

の
30
万
本
を
誇
り
、
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。
桜
も
花
菖
蒲
も

大
村
公
園
の
中
に
あ
り
ま
す
。

大
村
公
園
は
大
村
城
跡
地
で
す
。

石
垣
は
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま

残
っ
て
お
り
、
往
時
の
壮
観
さ

が
忍
ば
れ
ま
す
。
大
村
藩
初
代

藩
主
・
大
村
喜
前
が
、
慶
長
４

年
（
１
５
９
９
年
）
に
築
城
し
、

幕
末
ま
で
12
代
２
７
０
年
大
村

藩
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
材
も
豊
富
で
す
が
、
私

の
お
勧
め
は
夏
の
シ
ャ
ッ
カ

（
シ
ャ
コ
）
、
冬
の
な
ま
こ
で

す
。
シ
ャ
ッ
カ
と
ビ
ー
ル
の
相

性
は
抜
群
で
、
な
ま
こ
も
柔
ら

か
く
お
い
し
い
で
す
。
御
来
訪

の
折
は
一
度
お
試
し
あ
れ
。
や

み
つ
き
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
で
す
。

渡
わたなべ

邉秀
ひでひと

仁さん
（みずき野３）

P.N　はりぼんさん
　　　（下ケ戸）

●
ペ
ッ
ト
に
な
り
た
い
…

●
わ
っ
し
ょ
い

●
フ
サ
フ
サ
で
し
ょ

●
て
る
て
る
坊
主
⁉

●
で
っ
で
れ
な
い
よ
ぉ
〜

●
お
お
⁉

P.N　Red Engineさん
　　　（若松町）

P.N　
るんさん
（土塔新山）

P.N　
ママチャリズ
所属さん
（みずき野７）

P.N  
こうちゃんパパママ
さん
（北園）

　　金澤武さん
　　　（みずき野７）
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10月の納税など
• 市民税・県民税……………３期
• 国民健康保険税……………５期
• 介護保険料…………………４期

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（９月１～29日）

　　　発生件数　　26件
　　　死 者 数　　  1人
　　　負傷者数　　27人

人口と世帯数
平成17年9月29日現在

前月比

  昨年同月人口 52,742人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• 市内循環バス及び高
速バス時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
５
年
10
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
６
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 10/17～10/21 11 / 2 
 10/31～11/2・4 11/16
 11/14～11/18 12 / 7

世　帯
人　口
　男
　女

18,574戸
53,693人
27,135人
26,558人

（＋54戸）
（＋99人）
（＋47人）
（＋52人）

11月のし尿収集日
 日 区　　　分
 1 2 4 大井沢地区
 ７ 8 9 大野地区
 11 14 15 高野、乙子、南守谷地区
 17 18 － 原、原本町、北園、小山、
 21 22 － 奥山新田、奥山本田、
 24 25 － 辰新田、同地、赤法花

　

今
、
日
本
女
性
30
人
に
１
人

が
、
乳
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

 

早
期
発
見
で
あ
れ
ば
90
％
以

上
が
治
癒
し
ま
す
。
早
期
発
見

は
、
知
識
さ
え
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

 

市
母
子
保
健
推
進
員
会
で
は
、

市
役
所
中
庭
で
開
催
さ
れ
る

「
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
」
の
日

に
、
乳
が
ん
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
10
時
〜

※ 

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
。
た
だ
し

雨
天
決
行

▼
会
場　

市
役
所
１
階
大
会
議
室

▼ 

講
師　

植う
え
の野
映え
い

医
師
（
筑
波

大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学

研
究
科
助
教
授
）

※ 
日
本
乳
癌が
ん

学
会
や
茨
城
乳
腺

疾
患
研
究
会
な
ど
で
活
躍
中

 検 診 名（内容） 対象※H18.3.31現在 受 付 時 間 定 員 料 金

超音波検診 30～40・42・44・46・48・ 13：00～13：15 各日 
1,600円

 
（超音波及び視触診） 50・52・54・56歳 13：45～14：00 30名  

マンモグラフィー検診 41・43・45・47・49・51・ 
13：00～13：15

 各日 
1,600円

 
（Ｘ線及び視触診） 53・55歳  20名 

マンモグラフィー検診 
57・59・61・63・65歳 14：00～14：15

 各日  
 800円

（Ｘ線）   10名  

　

年
齢
に
よ
り
検
診
の
種
類
が
、

ま
た
検
診
の
種
類
に
よ
り
受
付

時
間
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、

年
齢
は
平
成
18
年
３
月
31
日
現

在
で
す
。

▼
検
診
日　

11
月
14
日
（
月
）

　

〜
18
日
（
金
）

▼ 

申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希

　

望
検
診
日
を
確
認
の
上
、
10

　
月
28
日（
金
）ま
で
に
、
電
話

　

又
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

受
診
決
定
通
知
は
、
11
月
２

日
以
降
発
送
予
定

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

　
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48
―

６
０
０
０

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

受
診
希
望
者
募
集

受
診
希
望
者
募
集

●問合先　保健センター
48-6000

※定員超過の場合抽選　　※料金は検診日当日に徴収
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